
研

究
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
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の
利
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相
反
規
制
法

第
一
章

は
じ
め
に

第
二
章
信
託
証
書
の
沿
革

第
一
節
信
託
証
書
の
発
生
と
確
立

第
二
節
信
託
証
書
制
度
の
発
展
の
沿
革

第
三
節
信
託
証
書
の
複
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化
と
そ
の
簡
素
化
お
よ
び
標
準
化

第
四
節
模
範
信
託
証
書
の
完
成

第
三
章
受
託
者
の
義
務
と
責
任
の
概
念
の
発
展

信
託
証
書
法
制
定
前
に
お
け
る
受
託
者
の
義
務
と
責
任

受
託
者
の
義
務
と
責
任
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定
め
た
信
託
証
書
法
の
立
方
経
緯
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政
第
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二
十
六
日
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(
一
一
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問

第
三
節

第
四
章

第

節

第

節

第
一
一
一
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

第
五
章

第
一
章

は
じ
め
に

守I】.
F、、

受
託
者
の
義
務
と
責
任
の
概
念
の
近
代
化
ー
ー
ー
一
九
九

O
年
信
託
証
書
改
正
法

(
以
上
本
号
)

一
九
九

O
年
信
託
証
書
法
に
お
け
る
受
託
者
の
行
為
規
制

信
託
証
書
の
受
託
者
の
機
能

受
託
者
の
資
格
(
己
荘

E
S
)

利
益
相
反
の
禁
止
規
定
1
1
1
受
託
者
の
不
適
各
性
(
仏

2
5
5
n邑
S)

受
託
者
の
行
為
基
準

受
託
者
に
よ
る
発
行
者
へ
の
融
資
規
制

投
資
家
へ
の
開
示
・
報
告
義
務

お
わ
り
に
ー
ー
ー
日
本
法
へ
の
示
唆

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
企
業
等
が
投
資
家
か
ら
社
債
に
て
資
金
を
調
達
す
る
際
、
発
行
者
が
個
々
の
投
資
家
と
そ
の
調
達
に
関
す
る

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
託
会
社
や
銀
行
等
の
機
関
が
社
債
権
者
と
な
る
投
資
家
を
代
表
し
て
、
発
行
者
と

社
債
に
関
す
る
契
約
、

い
わ
ゆ
る
信
託
証
書
を
締
結
す
る
と
い
う
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
信
託
証
書
に
は
、
そ
の
社
債
の
発
行
期

間
中
の
発
行
者
に
関
す
る
各
種
制
限
、
そ
の
制
限
に
発
行
者
が
違
反
し
た
場
合
の
救
済
方
法
、
な
ら
び
に
発
行
者
、
社
債
権
者
お
よ
び
受



託
者
の
権
利
、
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
今
日
、
こ
の
信
託
証
書
は
、
信
託
証
書
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。

本
論
文
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
社
債
制
度
に
お
い
て
社
債
権
者
の
利
益
保
護
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
受
託

者
に
関
す
る
法
規
制
に
つ
い
て
、
そ
の
沿
革
と
社
債
の
管
理
に
関
す
る
諸
規
制
を
概
観
し
、
そ
の
社
償
の
管
理
に
お
い
て
生
じ
る
利
益
相

反
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
回
避
、
あ
る
い
は
対
処
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
第
二
章
は
、
信
託
証
書
の
沿
革
を
そ
の
発
生

か
ら
現
在
の
信
託
証
書
の
基
本
形
と
な
っ
て
い
る
模
範
信
託
証
書
の
完
成
ま
で
を
概
観
す
る
。
第
一
一
一
章
は
、
信
託
証
書
の
受
託
者
の
義
務

と
責
怪
の
変
選
を
信
託
証
書
法
の
立
法
経
緯
と
と
も
に
概
観
す
る
。
第
四
章
は
、
信
託
証
書
法
に
お
け
る
受
託
者
の
義
務
と
責
任
と
、
本

論
文
の
主
題
で
あ
る
利
益
相
反
規
制
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

最
後
に
、
第
五
章
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
法
か
ら
得
ら
れ
る
わ
が
国
の
社
債
管
理
会
社
制
度
へ
示
唆
す
る
事
項
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
二
章

信
託
証
書
の
沿
革

第
一
節
信
託
証
書
の
発
生
と
確
立

信
託
証
書
は
、
株
式
会
社
が
多
数
の
投
資
家
か
ら
多
額
の
資
金
を
調
達
す
る
手
段
で
あ
る
社
債
を
発
行
す
る
際
に
、
そ
の
発
行
会
社
と

投
資
家
の
代
表
者
が
締
結
す
る
契
約
書
で
あ
る
。
そ
の
信
託
証
書
に
は
、
発
行
期
間
中
に
発
行
会
社
が
遵
守
す
べ
き
条
件
、
発
行
会
社
の

行
動
を
制
限
す
る
規
定
、
信
託
証
書
の
条
項
に
違
反
し
た
り
、
元
利
金
の
支
払
を
怠
っ
た
り
し
た
場
合
に
社
債
権
者
に
与
え
ら
れ
る
救
済

規
定
な
ら
び
に
発
行
会
社
、
社
債
権
者
お
よ
び
受
託
者
の
権
利
と
義
務
に
関
す
る
規
定
が
、
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
社
債
が

担
保
付
で
あ
れ
ば
、
そ
の
社
債
に
付
さ
れ
て
い
る
担
保
に
関
す
る
事
項
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
よ
う
に
株
式
会
社
の
借
入
債
務
で
あ
る
社
債
に
関
し
て
、
信
託
証
書
の
原
型
が
使
用
さ
れ
た
の
は
、
一
八
一
一
一

O
年
こ
ろ
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
義
栂
反
規
制
法
(
佐
藤
)

_.1.. ，、
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十
六
号
(
二

O
O
悶
)

六
四

初
期
に
は
、
そ
れ
は
、
企
業
譲
渡
抵
当

(
8
4
0
5
8
s。
再
開
品
開
)
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
の
後
半
ま
で
こ
の
よ
う
な
信

託
証
書
に
よ
る
資
金
調
達
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
初
期
の
企
業
金
融
が
社
債
で
は
な
く
株
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
、
初
期
の
会
社
は
特
別
の
目
的
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
社
債
を
発
行
す
る
権
限
や
自
己
の
財
産
を
担
保
に
す
る
権

限
は
厳
格
に
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

そ
の
後
、
多
く
の
州
に
お
い
て
、
会
杜
を
設
立
す
る
た
め
の
一
般
法
が
整
備
さ
れ
た
た
め
、
会
社
形
態
が
一
般
化
し
、
一
九
世
紀
の
後

半
に
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
経
済
発
展
に
と
も
な
い
、
規
模
の
増
大
お
よ
び
資
本
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
会
社
の
発

展
は
、
株
式
の
発
行
や
銀
行
か
ら
の
借
入
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
徐
々
に
大
規
模
な
資
金
調
達
を
一
つ
の
銀
行
や
そ
の
銀
行

グ
ル
ー
プ
の
み
で
賄
う
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
多
数
の
小
口
の
資
金
を
投
資
家
か
ら
集
め
る
手
段
と
し
て
、
譲
渡
担
保
に
よ
り
担
保
さ
れ

た
債
券
(
担
保
附
社
債
)
に
よ
る
資
金
調
達
が
生
み
出
さ
れ
た
。
担
保
附
社
債
は
、
最
初
、
鉄
道
会
社
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
独
占
的
に
利

用
さ
れ
た
が
、
今
日
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

現
在
で
は
、
無
担
保
あ
る
い
は
多
様
な
形
態
の
担
保
と
、
多
様
な
形
態
の
債
権
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
多
様
な
種
類
の
社
債
が
発
行
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
信
託
証
書
の
本
質
、
な
ら
び
に
そ
の
社
債
の
関
係
者
の
基
本
的
な
権
利
お
よ
び
義
務
関
係
に
影
響
を
与
え
る
も
の

で
は
な
い
。
一
般
的
な
社
債
契
約
は
、
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
、
一
つ
は
一
定
の
利
息
を
支
払
、
満
期
に
一
定
金
額
を
支
払
う
旨
の
社
債

券
上
に
記
載
す
る
発
行
会
社
と
社
債
権
者
間
の
契
約
条
項
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
社
債
権
者
の
観
保
を
表
示
し
、
杜
債
権
者
の
一
般
的

権
利
を
記
載
し
た
信
託
証
書
上
の
契
約
で
あ
る
。
前
者
は
後
者
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
者
の
条
項
に
服
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
信
託
証
書
を
利
用
し
た
資
金
調
達
は
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
い
て
、
必
要
不
可
欠
か
つ
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
次
に
、
今
日
の
よ
う
な
信
託
証
書
に
発
展
し
た
沿
革
を
考
察
し
、
信
託
証
書
受
託
者
の
義
務
お
よ
び
権
限
の
推
移
を
明
ら
か
に

す
る
。



第
二
節

信
託
証
書
制
度
の
発
展
の
沿
革

第
一
段
階
(
一
八
一
一
一

0
年
代
か
ら
)
・
:
信
託
証
書
の
発
役

初
期
の
信
託
証
書
の
受
託
者
は
、
担
保
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
主
な
権
限
・
義
務
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
初
の
信
託
証
書
は
、
一
八
一
一
一

O
年
に
、
モ
リ
ス
・
カ
ナ
ル
・
バ
ン
キ
ン
グ
会
社
(
塁
。
呈
出
内
告
と
侍
切
S
Eロ聞

の
。
ョ
唱
ロ
ミ
)
が
、
総
額
七
五
万
ド
ル
の
社
債
の
支
払
の
担
保
と
し
て
、
受
託
者
で
あ
る
何
人
か
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
商
人
に
資
産
を
譲

践
し
た
の
が
、
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
信
託
証
書
は
、
現
在
の
信
託
証
書
と
異
な
り
、
信
託
会
社
が
受
託
者
と
な

る
の
で
は
な
く
、
個
人
が
受
託
者
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
約
五

0
年
間
は
、
一
人
あ
る
い
は
数
人
の
個
人
が
信
託
証
書
の
受
託
者
と
な

り
、
債
務
不
履
行
が
生
じ
た
と
き
そ
の
担
保
不
動
産
を
処
分
し
た
り
、
そ
の
不
動
産
か
ら
生
じ
る
利
話
を
得
た
り
す
る
権
利
等
、
主
と
し

て
、
担
保
の
管
理
に
関
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
形
態
も
、
担
保
の
た
め
の
信
託
証
書
(
骨
昆
え

ga)
が
利
用
さ

れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
信
託
証
書
の
創
設
期
に
は
、
社
債
権
者
と
利
益
の
相
反
す
る
誠
一
段
抵
当
権
設
定
者
の
役
員
等
の
個
人
が
、
社
債
の
支
払
確

保
の
た
め
の
財
産
権
の
移
転
先
と
し
て
受
託
者
と
な
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
党
託
者
は
、
権
限
を
保
有
す
る
日
的
の
た
め
の
担
保
物

管
理
者
あ
る
い
は
代
理
人
の
意
味
し
か
な
か
っ
た
。
多
数
で
、
広
く
分
散
し
、
ま
た
譲
渡
が
行
わ
れ
絶
え
ず
入
替
る
社
債
権
者
に
、
社
債

の
担
保
と
し
て
財
産
権
を
移
転
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
託
者
が
社
債
権
者
に
代
わ
っ
て
担
保
と
な
る
財
政
権

の
移
転
を
受
け
る
仕
組
み
が
、
担
保
付
の
社
債
に
適
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
の
財
産
権
の
譲
受
人
は
、
受
託
者
と
呼
ば
れ

一
般
の
指
託
の
高
い
献
身
的
姿
勢
い
わ
ゆ
る
受
託
者
義
務
を
有
す
る
受
託
者
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

て
は
い
た
け
れ
ど
も
、

し
て
、
そ
の
受
託
者
の
権
限
も
義
務
も
、
担
保
の
管
理
に
限
ら
れ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
議
相
反
規
制
法
(
佐
藤
)

六
五



筑
波
法
政
第
三
十
六
号
(
二

O
O問

L

、L
、

日
ノ
一
ノ

一
八
三
三
年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
ジ
ャ

i
マ
ン
タ
ウ
ン
・
ノ
リ
ス
タ
ウ
ン
鉄
道
市
町
出
注
目

-
B
F

O
R
E
S
S
Z
M
g仏

2
0
2出
ぢ
を
ロ
閉
山
径
二

g
邑

0
5℃
E
ち
が
、
六
人
の
個
人
を
受
託
者
す
る
信
託
証
書
を
用
い
て
、
資
金
を
調
達
し
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
信
託
証
書
の
内
容
は
、
発
行
者
の
債
務
不
履
行
時
に
、
信
託
契
約
締
結
後
に
獲
得
し
た
財
産
を
含
む
(
事
後

現
在
の
信
託
証
書
の
原
型
は
、

獲
得
財
産
条
項
)
す
べ
て
の
財
産
の
譲
渡
を
行
う
と
い
う
条
項
(
担
保
設
定
後
取
得
財
産
条
項
、
同
出
向
吋
陣

nag--aY82u『
円

}
2
5
)
お

よ
び
そ
の
引
渡
請
求
等
か
ら
構
成
さ
れ
、
事
実
上
、
通
常
の
不
動
産
担
保
の
形
態
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
八
四
九
年
の
カ
タ

(
内
民
担
当
仲
間
患
者
日

5
5
6
C
H
e
z邑
閉
校
岡
山
丘
二
宮
昆

(ucg匂
田
口
可
)
の
信
託
証
書
に
は
、

通
常
の
不
動
産
抵
当
の
条
項
以
外
に
、
発
行
者
の
債
務
不
履
行
時
に
受
託
者
が
行
う
こ
と
の
で
き
る
救
済
方
法
は
社
債
権
者
の
請
求
を
必

ヴ
ィ
サ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
ポ
l
ト
・
エ
リ
l
鉄
道

要
と
す
る
こ
と
、
受
託
者
は
故
意
の
信
託
違
反
を
除
い
て
自
己
の
行
為
ま
た
は
不
作
為
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
が
、
規
定
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
初
期
の
信
託
証
書
は
、
非
常
に
簡
素
で
受
託
者
の
権
限
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
相
一
保
に
関
す
る
条
項
お
よ
び

受
託
者
の
免
責
条
項
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
特
徴
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
社
債
の
担
保
と
し
て
の
財
産
権
の
移
転
先
以
上
の
機
能
、
す
な
わ
ち
杜
債
権
の
保
全
を
目
的
と
し
た
財
産
権
の
管
理
機
能
が
、

受
託
者
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
誠
実
か
つ
信
用
力
を
有
す
る
と
い
う
評
価
を
受
け
て
い
る
、
利
害
関
係
人
以
外
の
第
三
者
で
あ
る

倒
人
を
受
託
者
と
し
て
指
名
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
担
保
権
の
管
理
者
と
し
て
の
義
務
以
上
の
義
務
を
課
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
初
の
信
託
証
書
の
機
能
は
、
担
保
設
定
の
み
で
非
常
に
簡
素
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
資
金
調
達
手
法
の
複
雑
化
、

あ
る
い
は
銀
行
、
引
受
人
お
よ
び
証
券
業
者
等
の
関
係
者
の
増
加
に
よ
り
、
事
前
に
取
り
決
め
て
お
く
事
項
が
増
加
し
た
た
め
、
信
託
証

書
は
複
雑
化
か
つ
長
文
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
複
雑
化
あ
る
い
は
長
文
化
の
原
闘
の
一
つ
に
、
受
託
者
の
権
限
の
拡
大
、
あ
る
い
は
そ
の

義
務
の
増
加
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
受
託
者
の
義
務
の
増
加
に
と
も
な
い
、
信
託
証
書
に
免
責
条
項
が
設
け
ら
れ
、
ま
す
ま
す
信
託
証



書
が
複
雑
か
つ
長
文
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
免
責
条
項
の
増
加
の
中
、
信
託
証
書
の
性
質
に
変
化
を
も
た
ら
す
裁
判
が

起
こ
っ
た
。
こ
の
裁
判
は
、
鉄
道
会
社
の
発
行
し
た
社
債
に
関
し
、
信
託
証
書
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
当
事
者
の
関
係
が
受
認
者
関
係
で

あ
る
か
が
争
わ
れ
た
事
件
で
、
裁
判
所
は
、
一
人
五
八
年
、
社
債
権
者
と
受
託
者
の
関
係
は
一
一
般
の
信
託
の
意
味
に
お
け
る
受
認
者
関
係

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
受
認
者
義
務
は
多
く
の
明
文
化
さ
れ
た
条
項
と
同
様
、
契
約
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
司
法
上
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
、

明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
以
降
は
信
託
証
書
に
受
託
者
を
免
責
さ
せ
る
あ
ら
ゆ
る
条
項
が
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
信
託

証
書
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
個
人
で
は
な
く
、
銀
行
の
よ
う
な
機
関
が
初
め
て
信
託
証
書
の
受
託
者
に
指
名
さ
れ
た
の
は
、
一
八
一
一
一
九
年
が
最
初
で
あ
り
、

そ
れ
が
一
般
的
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
世
紀
後
半
で
あ
っ
た
。
初
期
の
受
託
者
は
、
最
初
の
社
債
の
認
証
以
降
、
麗
行
す
べ
き
義
務
や
重

荷
と
な
る
責
任
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
が
、
受
託
者
の
権
隈
あ
る
い
は
義
務
が
拡
大
し
て
い
く
う
ち
に
、
個
人
受
託
者
の
死
亡
や
能
力
の

喪
失
に
よ
っ
て
、
そ
の
権
限
の
行
使
あ
る
い
は
義
務
の
履
行
を
な
し
得
な
く
な
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
生

じ
た
。こ
の
よ
う
に
信
託
証
書
の
創
設
期
の
受
託
者
は
、
単
に
姐
保
の
管
理
を
行
う
権
限
・
義
務
の
み
を
も
っ
た
便
宜
的
な
機
関
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
経
済
の
発
展
に
よ
る
資
金
調
達
方
法
の
多
様
化
、
あ
る
い
は
発
行
者
の
支
払
不
能
時
に
お
け
る
紛
争
か
ら
、
そ
の
信
託
証
書
の

性
質
も
変
化
し
複
雑
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
六

0
年
代
に
は
、
現
喪
の
よ
う
な
信
託
証
書
の
原
型
が
作
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
一
段
階
(
一
八
六

0
年
代
か
ら
)
・
:
現
代
的
信
託
証
書
の
原
型

こ
の
時
代
、
鉄
道
や
他
の
公
共
交
通
機
関
は
、
経
済
活
動
の
発
展
か
ら
、
よ
り
大
き
な
投
資
を
行
う
必
要
が
生
じ
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
産
業
は
、
既
に
多
額
の
資
金
調
達
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
は
や
資
金
調
達
を
機
関
投
資
家
の
み
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
益
相
反
規
制
法
(
佐
藤
)

六
七



筑
波
法
政
第
三
十
六
号
(
二

O
O
四
)

し、T
、

今
ノ
1ノ

く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
よ
り
広
く
一
般
の
投
資
{
永
か
ら
担
保
付
で
資
金
を
調
達
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
。
担
保
は
、
当
時
一
般

的
で
あ
っ
た
債
務
者
の
財
産
を
譲
渡
抵
当

(
B
2仲
間
高
巾
)
と
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
地
理
的
に
も
拡
散
し
て
い
る
多
数
の

投
資
家
が
担
保
権
を
取
得
し
、
そ
の
後
も
、
発
行
者
を
監
視
し
、
そ
の
担
保
権
の
実
行
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
実
務
上
関
難
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
受
託
者
は
担
保
を
た
だ
管
理
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
投
資
家
の
た
め
に
「
信
託
財
産
」
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
発
行
者
の
債
務
不
履
行
前
に
は
、
債
券
保
有
者
の
権
利
の
保
護
者
と
し
て
、
ま
た
、
債
務
不
履
行
発
生

後
は
、
も
し
担
保
権
の
実
行
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
投
資
家
の
代
理
人
と
し
て
損
保
権
を
実
行
す
る
、
と
い
う
二
つ
の
機
能
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
段
階
に
は
、
信
託
証
書
に
よ
り
資
金
を
調
達
し
た
発
行
者
の
破
綻
す
る
事
例
が
多
数
発
生
し
た
た
め
、
発
行
者
が
支
払
不
能
に
陥
っ

た
場
合
に
関
す
る
規
定
が
、
銀
行
、
弁
護
士
等
の
努
力
に
よ
り
発
展
し
た
。
ま
た
、
減
償
基
金
、
受
託
者
に
よ
る
担
保
の
解
除
、
倍
、
券
の

登
録
、
株
式
発
行
の
制
限
、
優
先
的
先
取
特
権
の
設
定
、
お
よ
び
受
託
者
の
辞
任
、
解
任
、
交
替
に
関
す
る
条
項
も
存
夜
す
る
よ
う
に
な

り
、
受
託
者
が
社
債
権
者
の
代
表
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
現
在
の
信
託
証
書
の
原
型
が
形
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、

受
託
者
を
設
置
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
、
裁
判
所
も
、
受
託
者
の
規
定
が
な
い
拍
保
附
社
債
を
違
法
な
も
の
と
し
て
い
た
。

一
八
六
二
年
の
シ
カ
ゴ
・
ア
ル
ト
ン
鉄
道
行
主
g
m
o
S仏
と
さ
ロ
河
日
ぎ
邑
向
。
E
宮
口
三
の
抑
保
附
社
債
で
は
、
総
額
閥
、

二
O
O千
ド
ル
の
つ
一
本
の
社
僚
が
、
鉄
道
財
産
の
購
入
代
金
の
一
部
を
調
達
す
る
た
め
に
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
社
債
の
信
託
証
書
に
は
、

現
在
の
信
託
証
書
に
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
条
項
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
c

す
な
わ
ち
、
初
期
の
社
債
に
規
定
さ
れ
て
い
た
支
払
約
束
に

加
え
て
、
償
還
の
通
知
に
関
す
る
条
項
、
利
払
い
が
六
か
月
遅
延
し
た
場
合
の
期
限
の
利
益
喪
失
条
項
、
株
主
総
会
で
の
議
決
権
に
関
す

た
と
え
ば
、

る
条
項
、
債
務
の
繰
延
べ
・
支
払
停
止
・
貿
取
の
権
利
放
棄
に
関
す
る
条
項
、
現
物
債
の
譲
渡
の
書
類
あ
る
い
は
記
名
積
に
関
す
る
設
録

お
よ
び
移
転
に
関
す
る
条
項
、
そ
し
て
受
託
者
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
た
債
券
が
有
効
で
あ
る
た
め
の
必
要
条
件
に
関
す
る
条
項
等
が
規
定



さ
れ
て
い
た
。
こ
の
信
託
証
書
は
、
五
七
ペ
ー
ジ
か
ら
な
っ
て
お
り
、
う
ち
字
二
二
ペ
ー
ジ
が
本
文
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
も
、
新
た
な
社
債
の
発
行
に
と
も
な
い
、

い
く
つ
か
の
条
項
が
、
新
し
い
経
済
環
境
、
過
去
の
経
験
お
よ
び
発
行
会
社
の
経
営

者
の
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
あ
る
い
は
ニ

i
ズ
に
よ
り
、
導
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

‘
般
的
な
信
託
証
書
は
、
比
較
的
簡
便
で
短
い
も
の
が

多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

の
社
後
の
信
託
証
古
は
、
四
五
ペ
ー
ジ
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

一
八
八
五
年
に
ウ
エ
ス
ト
・
シ
ユ
ア
鉄
道
(
項
目
部
門

g
c
B
初
出
回
目

8
包
内
g
s
u
g
v
u
が
発
行
し
た
五
O
百
万
ド
ル

六
ペ
ー
ジ
が
本
文
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
先
の
シ
カ
ゴ
e

ア
ル

ト
ン
鉄
道
の
信
託
証
書
よ
り
鈍
い
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
段
階
(
一
八
九
0
年
代
か

At---
現
代
的
信
託
証
書
の
完
成

.
八
九

O
年
に
生
じ
た
鉄
道
恐
慌
と
そ
の
後
の
景
気
後
退
の
た
め
に
、
信
託
証
書
は
さ
ら
に
変
貌
を
遂
げ
た
。
こ
の
時
代
の
信
託
証
書

は
、
想
定
可
能
な
す
べ
て
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、
多
く
の
こ
と
を
詳
細
に
規
定
す
る
よ
う
に
な
り
、
長
い
信
託
証
書
が
作
成
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

た
と
え
ば
、

一
八
九
八
年
の
パ
ル
テ
ィ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
モ
!
ゲ
ツ
ジ
(
智
津
5
0
5
件
。
E
0
2
2
Z
C
M
A
m間
関
乞
は
、

全
体
二
一
一
ペ
ー
ジ
中
五
九
ペ
ー
ジ
が
本
文
で
あ
っ
た
。

一
九
一
五
年
の
パ
ル
テ
イ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
・
リ
フ
ァ
ン
デ
イ
ン
グ
・
ジ
エ
ネ

ラ
ル
・
モ

i
ゲ
ツ
ジ
(
回
忌
5
0
8
待
。
E
O
刃
向
苦
患

5
m
g与
の

gm門
知
一
富
。
ぇ
加
品
目
)
で
は
、
先
の
信
託
証
設
よ
り
本
文
が
・
プ
八
ペ
ー
ジ
増

補
さ
れ
八
七
ペ
ー
ジ
ま
で
拡
大
し
、
全
体
と
し
て
は
で
二
ゴ
一
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
モ

1
ゲ
ツ
ジ
は
、
一
一
五
年
前
の
典
型
的
な
パ

ル
テ
ィ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
が
発
行
し
た
モ

l
ゲ
ツ
ジ
の
八
倍
、

五
O
年
前
の
典
例
端
的
な
モ

i
ゲ
ツ
ジ
の
一
一
一

O
倍
の
長
き
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
益
相
反
規
制
法
(
位
藤
)

-'-
ノ、

九



筑
波
法
政
第
三
十
六
号
(
二

O
O凶
)

七。

第
四
段
階
(
一
九
三

0
年
代
か
ら
)
:
・
一
九
一
一
一

0
年
代
の
恐
慌
の
影
響

一
九
三

0
年
代
の
恐
慌
に
な
る
と
、
第
三
段
階
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
長
く
複
雑
な
信
託
証
書
が
、
破
綻
し
た
会
社
を
再
建
す
る
こ
と

の
障
害
と
な
っ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
実
務
家
あ
る
い
は
弁
護
士
は
、
信
託
証
書
を
短
く
か
っ
簡
素
な
も
の
と
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
他
方
、
多
く
の
社
債
が
支
払
不
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
支
払
不
能
か
ら
社
債
権
者
を
保
護
す
る
た
め
、
信
託
証
書

の
条
項
の
充
実
の
必
要
性
を
感
じ
る
弁
護
士
も
多
く
い
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
た
び
た
び
、
発
行
者
が
、
信
託
証
書
の
受
託
者
の
指
名

を
怠
っ
た
り
、
あ
る
い
は
指
名
し
た
信
託
証
書
の
受
託
者
に
適
切
な
権
限
の
付
与
す
る
こ
と
を
怠
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、

一
九
三
九
年
、
議
会
は
信
託
証
書
法
を
制
定
し
、
信
託
証
書
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
項
を
明
ら

四

社
債
権
者
を
保
護
す
る
た
め
、

、
，
.
〆
，
.
。

，
刀
ド
ト
'
L
ナ九

一
方
、
信
託
証
書
が
長
く
か
っ
複
雑
で
あ
る
と
い
う
問
題
は
解
決
さ
れ
ず
、
そ
の
後
も
、
ま
す
ま
す
、
長
く
複
雑
な
信
託
証
書
が
作
成

さ
れ
、
一
九
一
五
年
に
は
八
七
ペ
ー
ジ
が
本
文
で
あ
っ
た
パ
ル
テ
イ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
・
モ

l
ゲ
ツ
ジ
宙
即
日
同

508hwozo
冨
O
R
m
鼻
白
)

の
信
託
証
書
は
、
一
九
四
六
年
に
は
本
文
が
一
九
三
ペ
ー
ジ
と
な
り
、
一
九
一
五
年
の
信
託
証
書
に
対
し
て
こ
・
ニ
二
倍
の
分
量
と
な
っ

て
い
た
。
ま
た
、
一
九
六
二
年
の
ウ
ァ
ブ
ッ
シ
ュ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
ズ
・
モ
!
ゲ
ツ
ジ
(
老
齢
吉
田
町
∞
忠
良
庄
町
問
。
。
e
o
g岡
山
富
富
。
見
開
品
目
)

は
、
二
九
八
ペ
ー
ジ
の
本
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

信
託
証
書
の
複
雑
化
と
そ
の
簡
素
化
お
よ
び
標
準
化

一
九
世
紀
か
ら
二

O
世
紀
に
か
け
て
の
信
託
証
書
の
発
展
に
お
い
て
複
雑
な
信
託
証
書
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
最
大
の
要
因

は
、
増
加
す
る
判
例
や
適
用
さ
れ
る
法
に
対
応
す
る
た
め
、
信
託
証
書
の
当
事
者
に
関
す
る
規
制
や
当
事
者
の
合
意
事
項
に
関
す
る
条
項

を
信
託
証
書
に
詳
細
に
記
述
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
実
務
上
新
た
な
信
託
証
書
を
作
成
す
る
際
に
は
、
過
去

第
三
節



に
作
成
さ
れ
た
信
託
証
書
を
必
要
な
部
分
だ
け
修
正
し
て
使
刑
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
た
め
、
ど
の
よ
う
な
形
態
の
社
債
に
も
対

応
可
能
な
信
託
証
書
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
も
、
複
雑
化
の
一
つ
の
要
凶
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
ひ

f

拙
~

社
債
の
発
行
時
に
当
事
者
が
協
議
す
る
事
項
の
多
く
は
、
発
行
者
の
財
務
制
限
条
項
に
関
す
る
事
項
で
あ
り
、
当
事
者
間
の
協
議
に
よ

り
作
成
さ
れ
る
信
託
証
書
の
条
項
は
、
信
託
証
書
全
体
の
四
分
の
J

未
満
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
協
議
し
て
作
成
さ
れ
る
条
項
以
外
の
条

項
は
、
た
と
え
ば
、
証
券
の
発
行
、
認
証
、
移
転
お
よ
び
交
換
等
の
手
続
に
関
す
る
条
項
、
社
積
権
者
の
附
体
と
し
て
の
行
為
を
定
め
る

条
項
、
そ
し
て
受
託
者
の
義
務
を
定
め
る
条
項
等
、
社
債
に
関
す
る
各
韓
手
続
や
管
理
に
関
す
る
条
項
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
信
託
証
書
に
お

い
て
異
な
っ
た
形
式
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
も
の
に
は
ほ
と
ん
ど
茶
異
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
共
通
す
る
条
項
に
つ

い
て
は
、
社
債
の
発
行
停
に
多
大
な
時
間
と
費
用
を
費
や
し
て
当
事
者
が
協
議
す
る
こ
と
な
く
標
準
化
す
れ
ば
、
信
託
証
書
の
作
成
の
時

聞
と
費
別
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
標
準
化
さ
れ
た
条
項
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
当
事
者
の
時
間

と
費
用
の
削
減
が
で
き
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
信
託
証
券
を
埋
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
債
の
投
資
家
等
の
第
三
者
に
と
っ
て
も
、
時

間
と
費
用
が
削
減
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
信
託
証
書
の
簡
素
化
と
標
準
化
の
努
力
が
開
始
さ
れ
た
。

信
託
証
書
の
簡
素
化
と
標
準
化
の
勤
き

信
託
証
書
の
簡
素
化
と
標
準
化
の
最
初
の
動
き
は
、

一
九
一
一
‘
九
年
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
学
部
長
の
ぞ
と
Z
E

∞

。。5
5、
副
学
部
長
の

開
〈
師
同

12円
Z
e
(
J
h凶
田
町
、

ハ
i
パ
i
ド
大
学
ロ

l
ス
ク
ー
ル
教
授
の

z
a
z
s
r
g
g、
お
よ
び
信
託
証
書
の
専
門
家

で
あ
る
を
巳
向
B
∞
0
・
阿
佐
さ
ロ
と
内

E
R窓
口
河
内
三
m
m
g
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
支
援
の
も
と
、
信
託
証
書
の
簡
素
化

と
標
業
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
を
開
始
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
主
要
な
九
つ
の
法
律
事
務
所
と
主
要
な
保
険
会
社
が
、

い
ず
れ
の
参
加
者
も
、
信
託
証
書
の
改
蕎
の
必
要
性
は
認
識
し
て

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
資
金
を
提
供
し
、
参
加
し
て
い
た
ο

し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
益
相
反
規
制
法
(
佐
藤
)

dじ



筑
波
法
政
策
三
十
六
号
(
二

O
O
四
)

ーヒ

、喝事-守、、

し
犬
、
ヵ

い
く
つ
か
の
法
律
事
務
所
が
自
ら
の
業
務
上
の
秘
密
を
守
る
意
図
か
ら
消
極
的
で
あ
っ
た
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
に
は

い
た
ら
な
か
っ
た
c

そ
の
後
も
河
川
々
の
費
出
向
F
P
、
円
m
o
g
-
a
U
〉
mHrg
ら
に
よ
っ
て
、
何
年
も
の
問
、
信
託
証
書
の
簡
素
化
お
よ
び
標

準
化
の
努
力
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
と
同
じ
頃
、

一
九
一
一
一
八
年
七
月
-
一
五
日
に
、

ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
五
g
R
W
E
∞
日
〉
a
c
n
E
5ロ)
の
「
企
業
・
銀
行
・
ピ
ジ
ネ

ス
法
部
会
」
(
∞
m
g
g
c内
向
。
G
O
B
-
o
p
∞
E
-
r
z
m
g込切口町一口町田∞

CJと
が
、
信
託
証
書
の
改
善
を
検
討
す
る
目
的
で
組
成
さ
れ
た
。
そ

九
五
二
年
に
、
多
く
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
た
ア
メ
リ
カ
法
管
財
問
(
〉
g
q
R
S
∞
R
F
E
E
gロ
)
が
、
信
託
証
書
の
調

の
後
、

資
と
標
激
化
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
受
、
管
理
す
る
た
め
に
設
宣
さ
れ
た
。

恐
慌
後
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
巨
大
な
変
革
と
と
も
に
、
信
託
証
書
の
簡
素
化
と
標
準
化
の
必
要
性
が
ア
メ
リ
カ
悶
内
に
起
こ
っ
た
。
こ

の
こ
ろ
、
企
業
は
、
巨
額
な
資
本
投
資
の
必
要
性
か
ら
、
社
債
の
発
行
に
よ
り
、
一
般
投
資
家
か
ら
多
額
の
資
金
を
調
達
す
る
よ
う
に
な
っ

pmv 

て
い
た
。
一
方
、
発
行
会
社
の
破
綻
等
に
よ
り
多
数
の
社
債
が
支
払
不
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
投
資
家
保
護
に
関
す
る
各
種
証
券
取
引

規
制
が
整
備
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
投
資
家
が
理
解
し
や
す
い
信
託
証
書
を
作
成
す
る
た
め
、
信
託
証
書
の
簡
素
化
お
よ
び
標
準
化
が
ま

す
ま
す
必
要
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
信
託
証
書
の
簡
素
化
お
よ
び
標
濃
化
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
、
社
債
の
発
行
を
多
く
手
が
け
た
有
能
な
弁
護
士
の
協
力
が
明
ら
か
に
必
要
な
た
め
、

員
長
と
す
る
、
発
行
者
、
引
受
人
、
受
託
者
、
投
資
家
お
よ
び
規
制
機
関
を
代
表
す
る
五

構
成
さ
れ
た
「
企
業
金
融
促
進
委
員
会
」
円
。
5
5
5
m
g
U
2
a♀
B
E
g
-
P
∞
5
5白
g
E
Eロ
n
g明
)
が
、
企
業
・
銀
行
・
ビ
ジ
ネ
ス
法

a

九
五
五
年
の
秋
、
吉
三

C
豆
諸
窓
口
を
委

名
の
有
能
で
経
験
の
あ
る
弁
護
士
に
よ
っ
て

部
会
に
よ
っ
て
、
組
織
化
さ
れ
た
。

一
九
五
八
年
、

m
a
p
g
m
p
pが
委
員
長
の
と
き
、
信
託
証
書
に
よ
る
企
業
金
融
の
問
題
が
こ
の
委
員
会
の
諜
題
の

つ
と
な
り
、

一
九
L

ハ
O
年
に
、
刻
。
σ
皇
内
・
∞
ミ
昨
日
と
、

-
N
3
0同
再
開
問
門
崎
』
戸
の
努
力
に
よ
り
、
信
託
証
書
の
鰐
素
化
お
よ
び
標
準
化
と
い
う
問
題
が
こ
の



委
員
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
九
時
の
各
委
民
は
無
償
で
参
加
し
て
い
た
た
め
、
本
格
的
な
検
討
を
開
始
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
資
金
と
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
委
員
会
は
、
ア
メ
リ
カ
法
仲
間
口
財
問
の
支
援
を
求
め
、
そ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
尚
書
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
八
月
二
六
日
、
同
財
団
が
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
こ
と
に
同
窓
し
た
。

一
九
六
一
一
年
五
月
に
、
企
業
金
融
促
進
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る

m忌
皇
内
-
W
由
美
2
が
、
「
債
務
証
書
に
よ
る
企
業
金
融
プ

そ
の
後
、

ロ
ジ
ェ
ク
ト
l
無
担
保
社
債
信
託
証
書
と
担
保
附
社
債
信
託
証
書
の
注
釈
付
ひ
な
型
の
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
(
内
O
円3
3
g
o
n
g
出

E
R
S

g
m
カ
円
。
」

m
Q
1〉
-
M同
1
A
4
内
円
ご

c
c
m〈一三
C目
umw
玄
C仏
間
一
旬
。
口
問
。
内
向

C円山
v
c
g
R
U
mゲ
桃
山
戸
内
巴
門
初
日
ロ
仏
白
岡
戸
時

CHem
出向日仏

ζ
0
2開
岱
間
一
府
当

X
Y
〉
コ
ロ

o
g巴
0
5
m
w
H民
向

0
5
5

5
8丹
羽
)
の
採
択
を
発
表
し
た
o
c
c
p
R
m
H
0・〉
n
ま
ま
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
代
の
賞
任
者
と
な
り
、
そ
の
後
、

C
5
3
2
智
5
2

が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
同
責
任
者
と
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
。
こ
の
委
員
会
に
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・

推
進
を
行
う
編
集
小
委
員
会
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
助
設
を
与
え
る
訪
問
委
員
会
、
協
議
の
対
象
と
な
る
条
項
の
針
釈
を
行
う
注
釈
書

委
員
会
、
実
作
業
を
行
う
運
営
委
員
会
の
四
つ
の
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
。

信
託
証
書
の
簡
素
化
と
標
準
化
の
手
法

無
担
保
社
債
の
信
託
証
書
の
方
が
担
保
に
関
す
る
条
項
が
な
い
等
、
担
保
附
社
積
の
信
託
証
書
よ
り
仕
組
み
が
簡
素
な
こ
と
か
ら
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
当
初
、
無
担
保
社
憤
の
信
託
証
書
の
簡
素
化
と
楳
添
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、

C
S
R仏
0
・

〉円安
5
2
と
H
C
Z
ω
町
。
。
一
が
、
無
担
保
社
債
の
典
型
的
な
信
託
証
書
の
ひ
な
型
を
草
案
し
た
。
し
か
し
、
財
務
制
限
条
項
の
よ
う
に
信
託

証
書
俸
に
倒
別
に
協
議
し
て
決
定
さ
れ
る
条
項
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
信
託
証
書
に
共
通
し
て
利
用
で
き
る
「
模
範
」
あ
る
い
は
「
標

泳
と
と
い
う
完
成
さ
れ
た
信
託
証
書
を
ひ
な
型
と
し
て
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

一
九
六
二
年
九
月
に
こ
の
ひ
な
型

に
関
し
て
初
め
て
開
催
さ
れ
た
諮
問
委
員
会
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
諮
問
委
員
会
は
、
信
託
証
書
の
条
項
を
当
事

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
益
相
反
規
制
法
(
佐
藤
)

戸七
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波
法
政
第
三
十
六
号
(
一
一

0
0
悶

七
四

者
の
協
議
の
対
象
と
な
る
条
項
と
、
協
議
の
対
象
と
な
ら
な
い
条
項
と
に
分
け
、
前
者
は
、

一
定
の
帽
を
持
た
せ
た
模
範
条
項
例
を
明
示

し
、
前
者
を
後
者
の
条
項
に
付
加
す
る
「
模
範
」
あ
る
い
は
「
標
準
」
的
な
信
託
証
書
の
ひ
な
型
を
提
案
し
た
。
す
な
わ
ち
、
協
議
条
項

を
参
照
し
、
そ
れ
を
模
範
的
信
託
証
書
に
組
込
む
こ
と
に
よ
り
、
信
託
証
書
を
標
準
化
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
案
さ
れ
た
。

実
務
を
行
っ
て
い
る
弁
護
士
は
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
疑
義
を
も
っ
て
い
た
が
、
協
議
の
対
象
と
な
ら
な
い
条
項
に
つ
い
て
の
定
型
的
条

項

3
2ぎ
立
民
問
)
を
提
示
し
、
協
議
の
対
象
と
な
る
条
項
に
つ
い
て
、
注
釈
と
と
も
に
そ
の
条
項
を
例
示
す
る
と
い
う
手
法
は
、
十
日
く

か
ら
多
く
の
法
領
域
で
採
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
運
営
委
員
会
が
最
初
の
草
案
を
作
り
上
げ
る
こ
ろ
に
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
信

託
証
書
の
簡
素
化
、
標
準
化
に
最
適
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
始
め
た
c

も
ち
ろ
ん
、
近
年
で
も
こ
の
よ
う
な
手
法
を
採
用
し
た
事
例
は
い
く

つ
か
あ
る
が
、
当
時
で
は
、
比
較
的
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
り

運
営
委
員
会
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
当
初
か
ら
、
模
範
条
項
を
参
照
し
な
が
ら
信
託
証
書
を
作
成
す
る
方
法
を
好
む
弁
護
士

と
、
模
範
条
項
等
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
、
定
却
化
さ
れ
た
信
託
証
書
に
、
協
議
し
た
結
果
必
要
と
な
っ
た
条
項
を
追
加
す
る
方
法
を
好

む
弁
護
士
の
両
者
が
存
寂
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
信
託
証
書
の
ひ
な
型
は
、
①
提
示
さ
れ
た
模
範
条
項
を
参
照
し
、

そ
れ
を
定
型
化
さ
れ
た
信
託
証
書
に
組
込
む
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
②
必
要
な
協
議
が
行
わ
れ
た
条
項
を
追
加
条
項
と
し
て
加
え
全
体

を
再
印
刷
し
て
使
用
で
き
る
も
の
と
し
て
、
起
草
さ
れ
た
。

簡
素
化
お
よ
び
標
準
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
後
者
①
に
お
い
て
も
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
の
方
法
に
お
い
て
も
、

信
託
証
書
の
当
事
者
は
、
協
議
す
る
条
項
の
み
を
参
照
す
る
な
り
、
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
時
間
と
費
用
を
か
け
ず
に
信
託
証
書
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
信
託
証
書
の
当
事
者
あ
る
い
は
信
託
証
書
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
関
係
者
は
、
模
範
条
項
と
作
成
さ

れ
た
信
託
証
書
の
条
項
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
も
ま
た
、
時
間
と
費
用
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
簡
便
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
あ
っ
た
c



第
四
節

模
範
信
託
証
書
の
完
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
委
員
会
に
お
け
る
議
論
の
結
果
、
二
つ
の
内
容
を
合
ん
だ
信
託
証
書
が
、

模
範
条
項
(
冨
孟
何
日
型
2
2
5
3
)
と
時
ば
れ
る
も
の
で
、
多
く
の
社
債
に
共
通
す
る
一
般
に
「
標
準
的
示
。
ロ
号
℃
百
四
)
」
と
呼
ば
れ
る
定

型
的
文
言
を
も
っ
ぱ
ら
台
む
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
信
託
証
書
ひ
な
型

(
Z
g弓
0
2一
喜
阿

E
S
Z
E
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
模

範
条
項
、
あ
る
い
は
各
資
金
調
達
の
当
事
者
に
よ
り
合
意
さ
れ
た
条
項
と
一
体
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
信
託
証
書
ひ
な
塑
は
、
元
本
金
額
、

一
九
六
五
年
に
採
択
さ
れ
た
。

一
つ
は
、

金
利
、
償
還
日
、
償
還
条
件
、
約
定
、
特
別
条
項
、
そ
の
他
当
事
者
に
よ
っ
て
協
議
さ
れ
た
す
べ
て
の
条
項
を
含
ん
で
い
る
。

模
範
条
項
や
信
託
証
書
ひ
な
型
は
、
発
行
者
お
よ
び
投
資
家
を
代
表
す
る
弁
護
士
、
投
資
銀
行
、
信
託
証
書
の
受
託
会
社
の
役
員
の
グ

ル
ー
プ
、
証
券
取
引
委
員
会

G
2
5丘
町
二
足
野
口
町
吉
宮
内
。

g
E
2
0芝
、
ニ
ュ

l
ヨ
i
ク
証
券
取
引
所

2
2
J問
。
持
切
件
。
共
同
町
岳
民
話
色
、

お
よ
び
ア
メ
リ
カ
公
認
会
計
士
協
会
の
特
別
諮
問
委
員
会
が
参
加
し
た
議
論
の
末
、
決
定
さ
れ
た
。
当
然
、
こ
の
最
終
成
果
物
で
あ
る
模

範
条
項
や
信
託
証
書
ひ
な
型
は
、
多
く
の
妥
協
を
含
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
信
託
証
書
を
作
成
す
る
際
に
協
議
の
対
象
と
な
る
条
項
に
関

し
て
は
参
考
と
な
る
条
項
(
模
範
条
項
)
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
協
議
の
対
象
と
な
ら
な
い
条
項
に
関
し
て
は
標
準
的
条
項
(
信

託
証
書
ひ
な
現
)
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、
弁
護
士
を
は
じ
め
と
し
た
実
務
家
に
信
託
証
書
を
作
成
す
る
際
の
材
料
を
提
供
し
た
と
い

う
点
で
重
要
な
貰
献
を
し
た
。

一
九
六
五
年
に
採
択
さ
れ
た
模
範
条
項
は
、
無
記
名
社
債
券
と
記
名
社
債
券
の
両
方
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
模
範
条
項
が
公
表
さ
れ
た
当
時
、
多
く
の
社
債
が
記
名
式
で
発
行
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
模
範
条
項
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ

な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

4

九
六
四
年
の
後
半
、
信
託
証
書
の
受
託
会
社
の
役
員
グ
ル
ー
プ
は
全
記
名

式
社
債
模
範
信
託
証
書
条
項
を
作
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
し
進
め
て
い
た
。
こ
の
役
員
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
模
範
条
項
に
具
体
化
す

べ
き
基
本
的
な
手
続
に
関
す
る
一
般
的
な
合
意
内
容
を
確
立
し
、

一
九
六
六
年
に
そ
れ
を
勧
告
と
し
て
公
表
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
謙
抑
制
反
規
制
法
(
佐
藤
)

じ
Il: 
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二
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)

p

d

L

、

1
4
1

一ノ

な
活
動
の
結
果
と
し
て
、
記
名
式
社
憤
に
適
合
し
た
参
照
方
式
の
信
託
証
書
ひ
な
型
と
そ
の
模
範
条
項
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
あ

ら
ゆ
る
記
名
式
社
債
の
信
託
証
書
に
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
基
本
的
部
分
は
一
九
六
五
年
版
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

一
九
六
五
年
に
公
表
さ
れ
た
「
模
範
社
債
信
託
証
書
条
項
」
(
豆
急
立
。
号

2
5
0
H
E
S
E
E
$
2
5
3ロ
)
と
、

に
公
表
さ
れ
た
「
模
範
社
債
信
託
証
書
条
項
ill-全
記
名
式
債
券
」
(
豆
急
色
。
号

g
E
B
M
E
S
Z
5
刃
2
z
g
s〉
ロ

p
m
g
g注
目
窓
口
白
羽
)
の

ほ
か
、
協
議
の
対
象
と
な
る
若
干
の
条
項
を
加
え
、
そ
れ
ら
に
適
度
に
詳
し
い
解
説
を
加
え
た
注
釈
書
が
、
一
九
七
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
注
釈
書
の
出
版
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
一
一
一
つ
の
大
き
な
手
順
を
踏
ん
で
い
た
。
ま
ず
、
模
範

条
項
お
よ
び
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
べ
き
か
を
略
述
し
た
こ
と
で
あ
る
。
品
々
の
様
式
が
な
ぜ
採
用
さ
れ
、
そ
し
て
伝
統
的
に

そ
の
後
、

A
'
L
A

、Jid
コ
」
!

J
J
J
ノ
J
L
A什

使
用
さ
れ
て
き
た
条
項
が
な
ぜ
削
除
さ
れ
た
か
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
模
範
条
項
の
理
解
を
促
し
た
。
次
に
、
信
託
証
書
の
協
議
の

対
象
と
な
る
条
項
の
根
拠
を
説
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
各
々
の
必
要
条
件
に
適
合
し
た
選
択
可
能
な
模
範
条
項
を
提
示
し
た
こ

れ日と
二で
あ
る

一
九
八
一
年
、
「
模
範
拐
保
附
社
債
信
託
証
書
ひ
な
型
」

(
y
t
E
玄
皇
官
官
∞
。

E
E仏
町
三
口
同
町
明
2
5
)
が
公
表
さ

{

岨

油

ザ

A

九
年
前
に
設
立
さ
れ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
。

そ
し
て
、

模
範
担
保
附
社
債
信
託
証
書
ひ
な
型
は
、
初
期
の
模
範
信
託
証
書
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
き
た
二
つ
の
部
分
(
模
範
条
項
と
ひ
な
現
)

を
統
合
し
た
模
範
担
保
附
信
託
証
書
と
し
て
構
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
協
議
の
対
象
と
な
ら
な
い
標
準
的
な
模
範
条
項
と
、
協
議
の
対
象

と
な
る
条
項
を
含
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
債
券
の
評
釈
を
行
い
、
代
替
の
文
言
の
例
示
を
与
え
る
多
く
の
脚
注
を
合
ん
で
い
た
。

(
羽

信
託
証
書
を
現
代
的
に
す
る
次
の
流
れ
は
、
「
模
範
簡
易
信
託
証
書
」
(
云
《
丘
町
一
宝
石

E
&
宮
島
町
出
門
口
互
の
公
表
で
あ
る
。
企
業
金
融

促
進
委
員
会
に
よ
っ
て
発
展
さ
れ
た
模
範
簡
易
信
託
証
書
は
、
短
く
会
一
二
ペ
ー
ジ
)
、
そ
し
て
平
易
な
英
語
で
脅
か
れ
て
い
た
。

こ
の
ひ
な
却
の
新
し
い
試
み
は
、
社
債
権
者
の
選
択
に
よ
り
、
証
書
の
あ
る
債
券
、
ま
た
は
証
書
の
な
い
債
券
の
い
ず
れ
か
の
形
態
に

「
加
い

よ
り
社
債
を
発
行
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
模
範
信
託
証
書
を
作
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。
著
名
な
証
券
関
係
の
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
構



成
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
の
ビ
ジ
ネ
ス
法
部
会
(
∞
言
語
回
目

C
者

ras)
の
後
援
の
も
と
、
何
人
か
の
法
入
信
託
の
専
門
家
か
ら

の
助
言
を
受
け
、
議
論
を
重
ね
た
結
果
提
案
さ
れ
た
信
託
証
書
は
、

nF昨
日
台
】
門
】
白
〉

E
F
n
r
∞
)
の
改
正
、
お
よ
び
証
券
取
引
の
決
済
の
た
め
、

(
犯
、

望
ま
し
い
と
す
る

G
一一一

O
の
勧
告
を
考
慮
し
た
、
純
粋
に
証
書
な
き
形
態
の
社
債
の
発
行
を
規
定
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一九一一一

0
年
代
に
は
じ
ま
っ
た
こ
れ
ら
の
信
託
証
書
の
簡
素
化
と
標
準
化
の
努
力
の
結
果
、
信
託
証
書
の
起
草
に
関
し
色
々
な
成
果
物

が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
現
在
に
お
い
て
も
、
金
融
環
境
の
変
化
や
金
融
に
関
す
る
技
術
の
進
歩
に
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
成
果

一
九
七
七
年
の
ア
メ
リ
カ
統
‘
商
法
政
ハ
第
八
求
(
d
E内
0
5
内

0
5
5
2
4

占
九
九
五
年
ま
で
に
物
理
的
な
証
書
の
使
用
を
削
減
す
る
こ
と
が

物
の
見
直
し
は
行
わ
れ
て
い
る
。

第
三
章

受
託
者
の
義
務
と
責
伍
の
概
念
の
発
展

仲
間
間
一
時
即

信
託
証
書
法
制
定
前
に
お
け
る
受
託
者
の
義
務
と
責
任

信
託
証
書
の
受
託
者
の
義
務
と
賞
任
の
概
念
は
、
信
託
証
書
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
。
初
期
の
相
一
保
総
社
債
に
は
受
託
者
と
い
う
者

の
存
在
が
な
く
、
発
行
会
社
が
社
債
権
者
に
対
し
て
、
直
接
、
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
位
保
附
杜
債
が
支
払
不
能
と
な
っ
た

場
合
、
社
債
権
者
は
社
積
擦
を
回
収
す
る
た
め
す
べ
て
の
社
債
権
者
と
共
同
し
て
初
保
機
の
実
行
の
申
立
て
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

引
お
」

裁
判
所
が
判
決
し
た
た
め
、
社
債
権
者
が
社
債
権
を
回
収
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
す
べ
て
の
社
債
権
者
の
利
話
を
代
表
す
る
受
託
者
を
設

置
す
る
こ
と
が
、
考
え
出
さ
れ
た
。

一
般
的
に
、
受
託
者
は
発
行
会
社
の
経
営
責
柾
者
が
就
任
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
、

社
債
権
符
の
利
絡
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
受
託
者
は
担
保
権
設
定
者
の
利
伎
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
受
託
者
が
履
行
し

信
託
証
書
の
発
展
段
階
の
初
期
に
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
議
相
反
規
制
法
(
佐
藤
)

七
七
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tヒ
八，

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
実
務
上
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
社
債
に
よ
る
資
金
調
達
が
増
加
し
、
ま
た
そ

の
方
法
も
複
雑
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
発
行
会
社
の
経
営
責
任
者
が
就
任
す
る
受
託
者
制
度
は
、
機
能
し
な
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、

次
第
に
、
発
行
会
社
と
利
害
関
係
の
な
い
個
人
が
受
託
者
に
就
任
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(
誕
}

銀
行
の
よ
う
な
法
人
が
、
受
託
者
と
し
て
指
名
さ
れ
る
の
が
一
般
的
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
世
紀
の
後
半
で
あ
っ
た
σ

こ
の
よ
う
に
受

託
者
の
指
名
が
個
人
か
ら
法
人
へ
と
変
化
し
た
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
個
人
受
託
者
は
、
死
亡
等
に
よ
り
資
格
を
失
う

こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
信
託
証
書
が
登
場
し
た
初
期
に
お
い
て
は
、
受
託
者
に
よ
る
信
託
証
書
の
認
証
後
に
は
、
受
託
者

が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
権
限
あ
る
い
は
義
務
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
信
託
証
書
の
発
展
と
利
用
の
拡
大
に
と
も
な
い
、

債
券
の
支
払
不
能
が
多
発
し
、
受
託
者
の
役
割
が
重
要
に
な
る
と
、
信
託
証
書
の
認
証
後
も
、
受
託
者
の
権
限
あ
る
い
は
義
務
が
多
く
な

り
、
受
託
者
が
永
続
す
る
必
要
性
が
増
大
し
た
。
ま
た
、
企
業
規
模
が
大
き
く
な
り
、
そ
の
企
業
が
発
行
す
る
債
券
の
額
も
増
加
し
、
か

つ
複
雑
化
し
て
き
た
の
で
、
社
債
管
理
を
専
門
と
す
る
法
人
が
受
託
者
と
な
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
。

そ
の
後
、
債
券
の
支
払
不
能
に
関
す
る
多
く
の
問
題
が
顕
在
化
し
た
た
め
、
受
託
者
に
対
し
て
、
ま
す
ま
す
多
く
の
権
限
が
与
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
企
業
規
模
が
大
き
く
な
り
、
一
度
に
多
額
の
債
券
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
債
券

の
形
態
が
複
雑
化
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
債
券
が
支
払
不
能
と
な
っ
た
後
、
社
債
権
者
が
個
人
的
、
あ
る
い
は
共
同
で
債
券
を
回
収
し
た

(
話
v

り
あ
る
い
は
保
全
し
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
社
債
権
者
に
よ
る
訴
訟
に
制
限
を
加
え
、
多
く
の
権
限
を
受

託
者
に
集
約
し
た
。
こ
れ
は
、
実
状
に
即
し
た
救
済
手
段
を
個
々
の
社
債
権
者
に
与
え
る
の
で
は
な
く
、
社
債
権
者
保
護
の
新
た
な
枠
組

み
を
創
設
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
当
初
は
、
次
の
よ
う
な
要
因
に
よ
り
、
受
託
者
の
義
務
と
責
任
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
多
く
の
銀
行
は
、
倍

A

お
}

託
証
書
の
受
託
業
務
を
エ
ス
ク
ロ
!
と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
し
て
み
て
い
た
た
め
、
自
己
の
顧
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、



紙
報
酬
で
受
託
業
務
を
引
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
自
由
放
任
主
義
が
当
時
の
指
導
的
経
済
理
論
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
受
託
者
の
義
務
あ

る
い
は
責
任
に
対
し
、
国
家
が
規
制
あ
る
い
は
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
c

そ
の
結
来
、
受
託
者
の
義
務
に
関
す
る
理
論
は
、
余
り
発

展
し
な
か
っ
た
。

そ
の
後
の
受
託
者
義
務
の
発
展
は
、
受
託
者
の
法
的
責
任
に
関
す
る
多
く
の
判
決
と
、
そ
れ
に
対
す
る
信
託
証
書
の
免
責
条
項
の
拡
大

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
銀
行
は
、
当
初
、
多
く
の
時
間
と
費
用
の
か
か
る
法
的
手
続
を
銀
行
自
ら
引
受
け
る
こ
と
に
対
し
て
難
色
を

一
方
、
こ
の
時
期
、
信
託
証
書
の
法

的
性
質
、
担
保
の
保
存
、
お
よ
び
権
限
の
執
行
に
関
す
る
受
託
者
の
法
的
責
任
に
関
す
る
裁
判
所
の
考
え
・
仁
川
は
混
乱
し
、
多
数
の
判
決
が

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
対
し
、
信
託
証
書
を
作
成
す
る
者
は
、
発
行
者
や
受
託
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、
新
し
い
条
項
を
工
夫

示
し
て
い
た
た
め
、
信
託
証
書
の
受
託
業
務
に
関
し
て
報
酬
を
収
受
す
る
こ
と
に
抵
抗
し
て
い
た
。

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
結
果
、
受
託
者
に
適
切
な
義
務
と
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
債
権
者
を
合
埋
的
に
保
護
す
る

と
い
う
解
決
策
を
提
示
し
な
い
ま
ま
、
楼
雑
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
銀
行
は
、
社
債
市
場
の
拡
大
と
と
も
に
、
多
数
の
社
僚
が
支
払
不
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
支
払
不
龍
後
に
お

い
て
も
社
債
権
者
に
付
す
る
救
済
手
段
が
不
十
分
な
こ
と
か
ら
、
多
く
の
社
債
権
者
が
多
額
の
損
失
を
被
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ

の
業
務
を
独
立
と
し
た
業
務
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
銀
行
は
、
受
託
者
の
責
任
に
つ
い
て
も
意
識
し
、
受
託
業
務
の
各
局
面

の
す
べ
て
に
お
い
て
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
り
、
新
し
く
作
成
す
る
信
託
証
書
に
は
社
債
権
者
に
対
す
る
あ
ら
た
な
救
済
規
定
を
設
け
る

等
、
社
積
権
者
の
権
利
保
護
規
定
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
担
保
附
社
債
に
関
す
る
基
本
的
な
規
定
以
外
の
規
定
を
含
ま
な
い
古

川

w
u
n
}

い
信
託
証
書
で
さ
え
担
保
責
任
拡
張
条
項

5
3
F
2
出
窓
口
司
自

g
n
}吉
田
虫
)
を
利
用
し
て
、
担
保
の
状
況
や
そ
の
発
行
者
の
事
業
の
状
況

に
関
す
る
情
報
を
洗
替
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
受
託
者
の
責
任
に
関
す
る
新
し
い
考
え
方
が
急
速
に
広
が
り
、
一
九
一
一

0
年
代
ま
で

に
、
銀
行
が
受
託
者
と
な
る
こ
と
が
、
会
社
の
資
金
調
達
に
お
い
て
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
縫
相
反
規
制
法
(
佐
藤
)

ヒ
)L 
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い
っ
た
。

し
か
し
、
銀
行
に
よ
り
機
立
さ
れ
た
受
託
者
の
責
任
に
関
す
る
考
え
方
は
、
統
一
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
事
件
に
よ
っ
て
強

み
重
ね
ら
れ
た
実
務
は
、
そ
れ
に
対
す
る
裁
判
所
に
よ
る
判
例
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
続
け
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
に
は
多

く
の
債
券
が
支
払
不
能
と
な
り
、
そ
の
結
来
、
す
べ
て
の
証
券
業
務
に
批
判
の
目
が
詑
が
れ
、
多
く
の
研
究
若
が
、
信
託
証
書
や
そ
の
受

(
潟
、

託
者
の
遵
守
す
べ
き
最
小
限
の
蒸
準
を
機
立
す
べ
き
で
あ
る
と
、
意
見
を
述
べ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
受
け
、
議
会
は
、

そ
れ
ま
で
に
発
展
し
て
き
た
重
要
な
実
務
や
主
要
な
金
融
機
関
が
行
っ
て
い
た
重
要
な
実
務
を
集
大
成
し
た
信
託
証
書
法
を
制
定
し
た
。

こ
の
法
の
主
要
な
規
定
は
、
す
べ
て
の
信
託
証
書
の
受
託
者
が
遵
守
す
べ
き
規
準
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
受
託

者
の
義
務
と
責
任
を
集
大
成
し
た
信
託
証
書
法
の
成
立
の
経
緯
を
概
観
す
る
。

受
託
者
の
義
務
と
責
任
を
定
め
た
信
託
証
書
法
の
立
法
経
緯

.
九
二

O
年
ま
で
、
証
券
取
引
に
関
す
る
規
制
は
、
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
証
券
の
販
売
に
お
け
る
詐
欺
的
策
略
に
掠
点

門
抽
，

を
あ
て
た
、
各
州
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
青
空
法

(
z
c
m
p∞
S
Z
Z
)
が
、
証
券
取
引
を
規
制
す
る
喉
ゅ
の
法
律
で
あ
っ
た
。

A

九
二
九

年
の
大
恐
琉
に
お
け
る
証
券
価
格
の
暴
落
と
そ
の
後
一
九
三

0
年
代
の
金
融
恐
慌
に
お
け
る
存
種
俵
券
の
支
払
不
能
に
よ
っ
て
、
一
般
大

衆
の
日
が
証
券
市
場
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
投
資
家
保
護
を
目
的
と
す
る
一
連
の
証
券
諸
法
が
、
議
会
に
よ
っ
て
制

時
期
間
二
時
即

定
さ
れ
た
。

そ
の
最
初
の
法
律
が
、

一
九
三
一
一
一
年
証
券
法

(ωmgEn出
〉
円
片
足
右
出
〉

で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
、

一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
証
券

を
発
行
す
る
際
に
は
そ
の
証
券
発
行
に
関
す
る
登
録
届
出
書
の
提
出
を
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
証
券
を
販
売
・
分
売
す
る
際
に
は
目
論
見
書

の
使
用
を
義
務
付
け
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
不
実
記
載
ま
た
は
誤
解
を
受
け
る
記
載
が
あ
る
場
合
に
は
厳
格
な
罰
則
や
日
比
率
責
経



を
課
す
も
の
で
あ
っ
た
。

続
く
一
九
一
一
一
四
年
証
券
取
引
所
法

$
2
5
5∞
盟
各
言
明
刊
〉
三
民
芸
品
}
が
、
同
法
証
券
取
引
所

(
E
C
S丘
町

R
5
2
2
2
n
v
E
m
u
-

こ
の
取
引
所
に
上
場
さ
れ
る
証
券
、
お
よ
び
こ
の
取
引
所
で
の
取
引
を
規
制
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
法
律
が
証
券

取
引
委
員
会
を
設
虫
し
、
こ
の
委
員
会
が
一
九
三
一
一
一
年
証
券
法
と
一
九
一
一
一
四
年
証
券
取
引
所
法
の
規
制
の
執
行
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
法
律
に
基
づ
く
規
制
の
制
定
、
お
よ
び
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
事
項
に
関
す
る
立
法
を
議
会
に
報
告
あ
る
い
は
勧
告
す
る
た
め
の
研
究

お
よ
び
調
査
を
行
う
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
研
究
の
一
つ
と
し
て
、
信
託
証
書
の
受
託
者
の
業
務
に
関
す
る
報
告
が

み
の
つ
れ
~
。

そ
の
報
告
で
証
券
取
引
委
員
会
は
、
信
託
証
書
に
次
の
六
つ
の
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
一
の
問
題
は
、
信
託
証
書
の

登
録
、
資
金
の
適
切
な
保
管
、
約
定
の
誠
実
な
履
行
等
、
発
行
者
の
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
義
務
の
履
行
を
効
果
的
に
検
証
す
る
道
具
が

品
)

受
託
者
に
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
問
題
は
、
有
益
な
定
期
報
公
を
受
託
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
を
発
行
詰
に
義

F
M
M
~
 

務
付
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
一
一
の
問
題
は
、
社
債
権
者
の
氏
名
、
住
所
に
関
す
る
情
報
を
受
託
者
に
設
録
す
る
こ
と
を
、
発

行
者
に
義
務
付
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
、
杜
債
権
者
か
ら
そ
の
よ
う
な
情
報
の
開
示
が
要
求
さ
れ
た
と
し
て
も
、

信
託
証
書
は
、
受
託
者
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を
社
債
権
者
へ
知
ら
し
め
る
こ
と
ま
で
要
求
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
四

の
問
題
は
、
債
務
不
履
行
事
由
の
発
生
を
社
債
権
者
へ
通
知
す
る
義
務
を
受
託
者
に
課
さ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
信
託
証
書
に

は
、
あ
る
一
定
比
叡
の
社
債
権
者
が
債
務
不
履
行
事
由
の
発
生
を
受
託
者
へ
通
知
す
る
ま
で
、
受
託
者
は
そ
の
発
生
の
事
実
を
無
視
す
る

こ
さ
回
目
)
」
を
含
ん
で
い
た
。
第
五
の
問
題
は
、
受
託
者
が
消
極
的
な
も
の
と
な
っ
て
い

こ
と
が
許
さ
れ
る
「
現
実
逃
避
条
項
古
書
江
戸

のた
要こ
求と

争 Z
/.;)る

はす
補 tr
{賞品
すち
ヲ乙

託多

吉禁
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あ
る
い
は
受
託
者
の
過
失
に
対
す
る
責
任
が
免
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
六
の
問
題
は
、
社
債
権
者
の
利
益
と
実
質
的
に
相
反
す

る
利
益
を
受
託
者
が
有
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
条
項
を
含
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
六
つ
の
問
題
に
さ
ら
に
加
え
る
な
ら
ば
、
発
行
者
、
引
受
人
、
受
託
者
に
は
、
信
託
証
書
に
規
定
さ
れ
た
一
般
投
資
家
の
権
利

を
守
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
発
行
者
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
担
保
を
引
出
し

た
り
あ
る
い
は
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
債
務
不
履
行
の
発
生
を
避
け
た
り
あ
る
い
は
延
期
す
る
多
く
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
等
、
柔
軟
な
対
応
を
望
ん
で
い
る
。
引
受
人
は
、
発
行
者
と
の
取
引
関
係
を
維
持
、
拡
大
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
発
行
者
の
要
望
を
満

た
す
こ
と
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
引
受
人
が
顧
客
で
あ
る
発
行
者
の
要
望
を
満
た
す
た
め
に
努
力
を
す
る
か
ぎ
り
、
発
行
者
は
信
託
証

書
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
損
害
の
責
任
を
引
受
人
に
負
わ
せ
る
こ
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、
受
託
者
の
顧
客

で
あ
る
発
行
者
は
、
発
行
者
自
身
の
権
利
を
保
護
す
る
者
と
し
て
受
託
者
を
み
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
受
託
者
は
自
己
の
役
割
と
リ
ス
ク

を
最
小
化
す
る
た
め
の
仕
組
を
構
築
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
信
託
証
書
の
関
係
者
は
、
各
々
の
取
引
関
係
を
維
持
す
る
こ

と
が
自
己
の
利
益
と
な
る
た
め
、
発
行
者
と
引
長
人
の
双
方
が
便
宜
を
関
り
、
ま
た
、
受
託
者
も
自
己
の
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る
た
め
、

社
債
の
管
理
に
関
す
る
各
穏
の
権
限
・
義
務
を
少
な
く
し
て
い
っ
た
。

こ
の
報
告
を
契
機
と
し
て
、
∞
R
E
a
上
院
議
員
は
、
一
九
三
七
年
の
第
七
五
連
邦
議
会
第
1
会
期
に
信
託
証
書
に
関
す
る
法
案
を
提

案
し
、
同
年
六
月
に
、
上
院
の
銀
行
・
通
貨
委
員
会
の
証
券
取
引
小
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
の
法
案
に
関
す
る
詳
細
な
審
理
が
行
わ
れ
た
。

品
九
三
八
年
四
月
一
九
日
、
こ
の
法
案
は
、
第
七
五
連
邦
議
会
第
一
一
一
会
期
に
報
告
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
円
岳
下
院
議
員
が
、
こ
れ
と

同
様
の
法
案
を
下
院
に
提
案
し
た
。
同
年
四
月
二
五
日
、
下
院
の
州
際
お
よ
び
外
悶
通
商
委
員
会
の
小
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
の
法
案
に

関
し
審
理
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
会
期
で
決
議
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

∞即『

za上
院
議
員
は
、
第
七
六
連
邦
議
会
に
お
い
て
、
州
際
お
よ
び
外
国
通
商
や
郵
便
を
通
じ
た
証
券
の
売
却
と
信
託
証
書
一
に
よ
っ



(
弘
)

て
発
行
さ
れ
た
証
券
の
信
託
証
書
の
規
制
に
関
し
、
先
の
法
案
と
同
じ
内
容
の
法
案
を
提
案
し
た
。
こ
の
法
案
は
、
前
聞
の
法
案
に
お
け

る
連
邦
議
会
の
委
員
会
の
泰
明
や
、
倍
託
証
玄
関
の
利
害
関
係
人
で
あ
る
発
行
会
社
、
投
資
銀
行
、
相
瓦
貯
蓄
銀
行
、
商
業
銀
行
、
そ
し
て

信
託
証
書
の
受
託
会
社
の
代
表
者
が
参
加
し
て
い
る
非
公
式
な
会
合
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
、
前
回
の
法
案
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

前
開
の
法
案
と
も
っ
と
も
異
な
る
点
は
、
受
託
者
が
、
同
時
に
そ
の
社
債
の
発
行
者
に
対
す
る
債
権
者
と
な
る
こ
と
を
禁
止
す
る
条
項
を

削
除
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
更
を
加
え
た
今
回
の
法
案
は
、
信
託
証
書
の
利
害
関
係
人
の
反
対
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
…
九
三
九
年
二
月
、
こ
の
法
案
は
、
銀
行
・
通
貨
委
員
会
に
お
い
て
、
詳
細
な
審
理
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の

∞
ミ
窓
口
可
法
案
に
対
と
な
る
法
案
が
、
ピ
院
議
員
に
よ
っ
て
、
下
院
に
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
一
一
一
九
年
三
月
一
一
…
一
日
、
∞
2
・
注
品
議

員
は
、
こ
の
法
案
に
代
わ
る
法
案
(
∞
-
M
ま
凶
)
を
上
院
に
提
案
し
(
∞
R
5
3
法
案
)
、
同
年
四
月
四
日
、
第
七
六
連
邦
議
会
第
一
会
期
に

{
部
d

上
院
に
報
告
さ
れ
、
同
年
五
月
二
日
に
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
可
決
さ
れ
た
。

一
九
一
一
一
九
年
四
月
に
、
M
W

貸
付
目
。
可
法
案
に
つ
い
て
委
任
さ
れ
た
州
際
お
よ
び
外
問
通
商
委
員
会
の
信
託
証
書
小
委
員
会
は
、
(
リ
C
}府

議
員
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
法
案
行
。
庁
法
案
、
戸
田
山
・
3
N
O
)

を
審
理
し
、
何
年
六
月
一
一
一

C
H、
。
。
戸
市
法
案
の
議
理
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
一
部
を
修
正
し
た
宮
司
E
3
法
案
を
、
下
院
に
報
告
し
た
。
こ
の
新
し
い
法
案
は
、
三
闘
の
議
員
修
正
を
経
て
、
一
九
一
一
一
九
年
七
月

一
九
日
に
、
下
院
を
通
過
し
た
。
上
院
は
、
一
九
三
九
年
七
月
‘
二
日
に
、
下
院
の
修
正
に
同
意
し
、
信
託
証
書
法
は
、
同
年
八
月
三
日

九
時
一

に
大
統
領
に
よ
っ
て
氷
A

場
附
さ
れ
た
。

ま
た
、

こ
の
よ
う
に
、
信
託
証
書
法
は
、
信
託
証
書
を
連
邦
政
府
が
規
制
す
る
最
初
の
試
み
で
あ
っ
た
σ

証
券
取
引
委
員
会
の
報
告
に
お
い
て

は
、
問
委
員
会
に
よ
る
継
続
的
な
監
督
を
含
ん
だ
広
範
聞
に
お
よ
ぶ
厳
格
な
規
定
を
推
奨
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
最
初
の
法
案
は
こ
の
報

告
に
よ
っ
て
推
奨
さ
れ
た
規
定
を
具
体
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
終
案
は
両
院
に
お
け
る
集
中
的
な
公
聴
会
の
後
に
、
問
委
員
会
と

ア
メ
リ
カ
銀
行
協
会
(
〉

5
3口
g
∞
自
宮
浸
〉

msnE5ロ
)
に
よ
っ
て
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
信
託
証
書
法
の
最
終
案
は
、
当

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
益
相
反
規
制
法
(
佐
藤

}¥. 
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初
の
推
奨
案
と
は
異
な
り
、

一
部
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
が
、
当
事
者
間
の
特
別
な
契
約
で
あ
る
と
い
う
信
託
証
書

の
基
本
的
概
念
を
変
更
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

信
託
証
書
法
は
、
一
二
三
年
証
券
法
の
新
し
い
章
有
志
向
田
)
と
し
て
追
加
さ
れ
、
こ
の
法
律
の
制
定
前
に
存
在
し
た
信
託
証
書
の
欠
点

を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
信
託
証
書
に
お
け
る
社
債
権
者
の
権
利
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
た
。
信
託
証
書
法
の
こ
の
目
的
は
、
次
の
三

つ
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
発
行
者
お
よ
び
受
託
者
の
行
為
お
よ
び
義
務
に
関
す
る
最
低
限
の
基
準
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第

二
に
、
信
託
証
書
に
お
け
る
受
託
者
の
責
任
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
信
託
証
書
法
制
定
以
前
に
確
立
し
た
広
範
囲
な
免
責
規
定
を
制

限
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
受
託
者
と
発
行
者
問
、
お
よ
び
受
託
者
と
社
債
の
引
受
人
間
の
利
益
相
反
関
係
を
制
限
す
る
こ
と
で
あ

る。

て
足
の
例
外
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
信
託
証
書
が
、
一
一
一
三
年
証
券
法
の
登
録
届
出
番
に
加
え
て
、
信
託
証

{
冊
)

書
法
の
適
格
性
を
確
保
す
る
た
め
、
証
券
取
引
委
員
会
に
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
信
託
証
書
法
に
よ
る
事
実
上
の
規
制
は
、
信

託
証
書
を
適
格
と
す
る
た
め
、
問
委
員
会
へ
信
託
証
書
を
提
出
す
る
こ
と
の
み
で
あ
り
、
信
託
証
書
が
適
格
と
さ
れ
る
と
、
一
部
の
例
外

を
除
い
て
、
同
委
員
会
は
、
当
該
信
託
証
書
の
発
行
者
、
受
託
者
、
社
債
権
者
に
対
し
て
、
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
代
す
な

わ
ち
信
託
証
書
法
の
目
的
は
、
当
事
者
聞
の
契
約
で
あ
る
信
託
証
書
を
信
託
証
書
法
の
規
定
す
る
要
件
に
合
致
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

問
委
員
会
の
の
委
員
長
で
あ
る
者
室
曲
目
。

-uoagは
、
「
信
託
証
書
が
適
格
で
あ
る
と
さ
れ
た
後
、
証
券
取
引
委
員
会
は
、
信
託
証

書
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
る
証
券
の
販
売
に
対
し
て
介
入
し
た
り
、
停
止
命
令
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
信
託
証
書
が
適
格
で

あ
る
と
さ
れ
た
後
、
信
託
証
書
は
契
約
と
な
る
。
そ
の
後
は
、
社
債
権
者
、
受
託
者
、
そ
し
て
発
行
者
に
よ
っ
て
の
み
、
強
制
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
証
券
取
引
委
員
会
は
、
そ
れ
以
降
、
い
ず
れ
の
観
点
に
お
い
て
も
、
約
定
を
強
制
し
た
り
、
そ
の
も
と
で
の
権
利
を
主
張
し

(
位
}

た
り
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
介
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
己
と
述
べ
て
、
あ
ら
た
め
て
、
信
託
証
書
の
私
的
契
約
性
を
確
認
し
て
い
る
。

信
託
証
書
法
に
お
い
て
は
、



一
部
、

当
時
、
多
く
の
学
者
は
、
信
託
証
書
の
当
事
者
の
関
係
を
、

一
般
の
信
託
に
お
け
る
受
認
者
関
係
と
し
て
捉
え
る
考
え
万
が
主
流
で
あ

り
、
契
約
と
し
て
信
託
証
書
を
見
る
こ
と
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
裁
判
所
も
、
信
託
証
書
の
受
託
者
の
義
務
は
、

信
託
証
書
の
条
項
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
も
の
の
み
で
は
な
い
と
考
え
、
受
託
者
の
義
務
は
、
当
事
者
の
関
係
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、

♂
品

し
た
が
っ
て
、
信
託
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
義
務
も
付
加
さ
れ
る
と
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
委
員
長
の
議
会
党
誌
等

の
立
法
過
程
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
議
会
は
、
信
託
証
書
は
契
約
法
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
信
託
証
書
法
を
制
定

ーレれ~。第
三
節

受
託
者
の
義
務
と
責
任
の
概
念
の
近
代
化
|
一
九
九

O
年
信
託
証
書
改
正
法

信
託
証
書
法
の
初
め
て
の
広
範
閥
に
わ
た
る
改
正
が
、

一
九
九

O
年
一
一
月
五
日
に
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
改
正
の
主
要
な
日
的
は
、
制

定
・
さ
れ
て
五

O
年
以
上
た
っ
た
法
を
近
代
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
c

…
九
八
九
年
に
改
正
法
案
と
同
時
に
報
告
さ
れ
た
上
院
の
委
員
会
報
告

「
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
期
間
、
債
券
の
一
般
市
場
は
、
重
要
な
変
化
を
遂
げ
た
。
債
券
契
約
の
形
態
の
革
新
が
、
モ

l
ゲ
ッ
ジ
担
保

偵
務
証
書

(
n
c

一Em
E
F
N
E
H
H
6
3官
官
。
芸
刷
邑
き
と
の
よ
う
な
、
一
九
三
九
年
出
時
号
、
え
つ
か
な
か
っ
た
証
券
を
生
み
出
し
て
い
る
。

川

町

~

戸

前

一

技
術
の
発
展
と
規
制
の
変
化
が
、
発
行
設
録
制
度
、
斑
接
発
行

E
5
2
立問
n
g
M
m墨
田
)
、
ダ
ッ
チ
方
式
を
合
ん
だ
新
し
い
分
売
・
十
刀
法
を

生
み
出
し
た
。
加
え
て
、
一
般
証
券
市
場
は
、
証
券
市
場
の
国
際
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
症

の
市
場
は
、
法
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
一
九
三
九
年
に
流
行
し
て
い
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
多
く
の
慣
習
と
相
反
し
て
い
る
G
:
・
(
中
略
)

・
:
第
四
章
の
制
定
は
、
法
の
執
行
を
容
易
に
す
る
一
方
、
法
と
市
場
の
現
症
の
現
実
と
を
一
致
さ
せ
、
そ
し
て
、
法
を
将
米
の
楚
展
に
適

(
剖
d

合
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
己

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
絞
相
反
規
制
法
(
佐
藤
)

A 
五
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人
六

一
九
九
O
年
信
託
証
書
改
正
法
に
お
け
る
重
要
な
改
正
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
利
益
相
反
関
係
の
定
義
に
、
「
債
券
が
当
該
信
託
証
書
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
債
務
不
履
行
と
な
っ
て
い
る
定
径
三
E
S
E

お
お
お

nzユ
丘
町
田
間
四
百
円
同
町
内
恒
三
円
(
脂
肪

E
n
E
5語
宮
内
庁
凶
器
内
凶
吉
田
口
口
町
宮
骨
ロ

E
F
Z
Z
H
n
Z号
、
白
色

BU『
官
同
時
色
。
叫

04国
n
o
o
:
n
s
a
B
g
g円。同

58)」
こ
と
を
条
件
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
益
相
反
関
係
に
よ
る
辞
任
が
信
託
証
書
の
債
務
不
履
行
の
発
生
ま
で
延
期
さ
れ
た
ぜ
そ

れ
に
と
も
な
っ
て
、
利
益
相
反
の
弊
害
の
可
能
性
の
少
な
い
一
定
の
関
係
を
除
き
、
受
託
者
が
発
行
者
の
債
権
者
と
な
る
関
係
が
、
利
益

(nv 

相
反
関
係
に
追
加
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
発
行
者
お
よ
び
そ
の
関
連
会
社
が
受
託
者
と
な
る
こ
と
は
、
常
に
、
利
益
相
反
関
係
が
あ
る
と
さ

Aη) 

れ
、
禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
治
癒
可
能
な
人
為
的
債
務
不
履
行
(
テ
ク
ニ
カ
ル
デ
フ
ォ
ル
ト
)
に
よ
る
辞
任
を
回
避
す
る
た
め
の
規
定
が

整
備
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
債
券
の
元
利
金
の
支
払
に
お
け
る
債
務
不
履
行
、
ま
た
は
そ
の
減
債
基
金
も
し
く
は
買
入
償
却
基
金
の
賦
払

金
支
払
の
債
務
不
履
行
を
除
き
、
利
益
相
反
関
係
を
も
っ
た
受
託
者
は
、
債
務
不
履
行
が
す
み
や
か
に
治
癒
さ
れ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
受

託
者
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
が
社
債
権
者
の
利
益
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
う
え
で
、
辞
任
の
義
務
の
履
行
を
停
止
す
る
申
請
を
証
券
取

引
委
員
会
へ
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
申
請
を
行
う
と
、
同
委
員
会
が
新
た
な
命
令
を
出
す
ま
で
、
そ
の
辞
任
の
義
務
は
自

動
的
に
停
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
ま
た
、
受
託
者
の
辞
任
は
、
承
継
受
託
者
の
指
名
お
よ
び
そ
の
指
名
さ
れ
た
当
該
後
任
者
の
受
諾

を
待
つ
て
の
み
発
効
す
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
叱
こ
れ
は
、
信
託
の
受
託
者
が
不
在
と
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で

{
市
)

あ
り
、
従
来
か
ら
多
く
の
信
託
証
書
に
見
ら
れ
る
規
定
で
、
発
行
者
の
債
務
不
履
行
を
見
越
し
た
受
託
者
の
自
発
的
辞
任
を
含
ん
だ
す
べ

て
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

受
託
者
な
い
し
は
発
行
者
に
義
務
を
課
す
る
信
託
証
書
法
一
一
二

O
条
か
ら
コ
二
七
条
の
各
条
項
の
規
定
内
容
を
、
信
託
証
書
に
強
制
的

に
記
載
さ
せ
る
こ
と
を
や
め
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
信
託
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
を
問
わ
ず
、
法
律
上
当
然
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
信

託
証
書
法
に
規
定
し
た
(
強
行
規
定
、
法
定
義
務
)
。
他
方
、
一
一
二

O
条
か
ら
一
一
一
一
七
条
の
う
ち
選
択
的
な
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
信



、
行
一

託
証
書
に
明
記
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
(
任
意
規
定
、
約
定
義
務
)
。

改
正
前
の
信
託
証
書
法
は
、
一
信
託
証
書
に
受
託
者
お
よ
び
発
行
者
の
報
告
義
務
を
明
記
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
報
告

内
容
を
規
定
し
て
い
た
が
、

一
九
九

O
年
の
改
正
法
で
は
、
受
託
者
お
よ
び
発
行
者
の
報
告
義
務
を
法
定
の
義
務
と
し
た
。
ま
ず
受
託
者

に
つ
い
て
は
、
①
一
二
一

O
条

(a)
項
に
お
け
る
受
託
者
の
資
格
お
よ
び
適
格
性
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
、
②
三
一

O
条

(
b
)
項
(
一
)
号
か

ら
(
一

O
)
号
に
明
記
さ
れ
て
い
る
関
係
が
生
じ
た
場
合
あ
る
い
は
重
大
な
る
変
化
が
生
じ
た
場
合
、
①
受
託
者
に
対
し
発
行
者
が
負
っ
て

い
る
融
資
、
あ
る
い
は
受
託
者
が
占
有
し
て
い
る
財
産
あ
る
い
は
資
金
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
、
④
一
一
.
二
ニ
条
(
a
)
項
(
一
一
一
)
号
(
六
)

号
(
七
)
号
(
八
)
号
に
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
取
引
の
い
ず
れ
か
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
、
受
託
者
は
年
次
報
告
を
作
成
し
、
社
債

一
時
ψ

権
者
へ
送
付
す
る
義
務
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
受
託
者
の
利
益
相
反
状
況
の
発
生
、
変
化
に
関
す
る
報
告
を
社
債
権
者

に
対
し
て
行
う
こ
と
を
、
受
託
者
に
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
発
行
者
に
つ
い
て
は
、
債
務
不
履
行
の
存
在
し
な
い
こ
と
の
証
明

書
を
受
託
者
に
年
次
で
交
付
す
る
義
務
が
、
規
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
改
正
法
は
、
信
託
証
書
に
定
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
条
件
お
よ
び
約

定
に
関
す
る
発
行
者
の
遵
守
状
況
に
つ
い
て
、
主
席
経
営
責
住
者
、
主
席
財
務
担
当
役
員
ま
た
は
主
席
会
計
担
当
役
員
が
、
受
託
者
に
証

明
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

次
に
改
正
法
は
、
社
債
権
者
の
意
思
確
認
を
す
る
手
続
を
整
備
し
た
。
す
な
わ
ち
、
信
託
証
書
の
変
更
に
関
す
る
評
決
ま
た
は
同
意
の

《
剖
}

権
限
を
与
え
る
社
債
権
者
を
決
定
す
る
基
準
日
を
、
発
行
者
が
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
法
律
k
、
明
確
に
し
た
。

ま
た
、
改
正
法
は
、
受
託
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
支
払
が
社
債
権
者
と
と
も
に
分
配
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
い
わ
ゆ
る
取
戻
期
閣

を
短
縮
し
た
。
こ
れ
は
、
一
九
七
八
年
の
破
産
法
改
正
に
お
け
る
取
戻
し
期
間
が
四
か
月
前
か
ら
一
一
一
か
月
前
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

単
に
、
要
件
を
破
産
法
に
お
け
る
優
先
請
求
期
間
に
一
致
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

改
正
法
以
前
の
信
託
証
書
法
に
お
け
る
信
託
証
書
の
適
格
の
効
力
発
生
時
期
は
、
登
録
届
出
書
の
効
力
発
生
と
同
時
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
益
相
反
規
制
法
(
佐
藤
)

J¥.. 
七



筑
波
法
政
第
三
ト
六
号
(
二

O
O
問
)

J¥.. 
J¥ 

は
、
受
託
者
の
指
名
を
合
め
た
す
べ
て
の
信
託
証
書
の
条
項
が
、
登
録
届
出
書
の
効
力
発
牛
一
時
に
確
定
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
っ

て
お
り
、
信
託
証
番
法
が
制
定
さ
れ
た
一
九
三
九
年
当
時
の
金
融
の
慣
行
を
前
提
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
二
年
の
証
券
法
規
則

↓
限

四
一
五
に
お
い
て
一
括
登
録
制
度
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
前
提
は
時
代
遅
れ
と
な
っ
た
た
め
、
改
正
法
は
、
登
録
届
出
書
の
効
力
発
生
後
に
、

F
m
M
ゃ

発
行
者
が
受
託
者
の
適
裕
性
の
資
格
を
決
定
す
る
た
め
の
申
請
を
す
る
こ
と
を
許
可
し
、
信
託
証
書
は
、
そ
の
申
請
が
効
力
を
生
じ
た
後
、

指
名
さ
れ
た
受
託
者
と
と
も
に
適
格
と
な
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
証
券
取
引
委
員
会
が
受
託
者
の
非
適
格
性
を
認
定
し
な
け
れ
ば
、
そ

ヘ
剖
)

の
申
請
は
、
申
請
後
一

O
日
後
に
自
動
的
に
効
力
を
生
じ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

次
章
で
は
、

一
九
九

O
年
改
正
信
託
証
書
法
に
お
け
る
受
託
狩
の
行
為
規
制
を
考
察
す
る
ο

(
1
)
原
則
と
し
て
、
す
べ
て
の
債
務
証
書
(
己
目
安
田
町

E
円
即
時
三
が
、
同
法
の
連
用
を
受
け
る
が
、
次
の
も
の
が
除
か
れ
る
。
償
還
期
限
の
短
い
証
券
、

小
額
発
行
の
証
券
、
私
募
一
社
券
、
信
用
度
の
特
に
高
い
証
券
(
閣
僚
、
地
方
僚
、
外
国
政
府
債
等
)
、
発
行
者
が
特
別
な
行
政
機
関
の
監
督
に

服
す
る
証
券
(
銀
行
、
保
険
会
社
等
の
発
行
証
券
、
住
宅
抵
均
一
一
紘
券
等
)
、
非
営
利
法
人
の
発
行
証
券
(
学
校
依
等
)
(
叶
富
伊
丹

MEmgEお
〉
2
0『

一
喧
凶

ι
w
m
凶
(
)
品
)
。

2 

ア
メ
リ
カ
の
受
託
会
社
制
度
お
よ
び
信
託
説
書
訟
に
関
す
る
論
文
に
は
、
藤
井
俊
雄
「
ア
メ
リ
カ
社
償
法
に
お
け
る
受
託
会
社
の
地
位
」
岡

山
大
学
法
経
学
会
雑
誌
コ
ヒ
サ
一
二
五
資
(
一
九
五
八
年
)
、
江
頭
取
商
品
治
郎
「
社
僚
の
管
理
に
関
す
る
受
託
会
社
の
義
務
と
寅
任
」
鴻
常
夫
先

生
還
暦
記
念
「
八
0
年
代
の
硲
事
法
の
諸
稲
い
一

O
五
頁
(
有
斐
閥
、
一
九
八
五
年
)
、
江
頭
憲
治
郎
ほ
か
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
悶
信
託
証
書
法

の
概
説
(
そ
の
二

1

(
そ
の
-
…
)
」
公
社
債
月
制
限
し
ハ
一
一
年
六
月
号
か
ら
六
一
一
一
年
四
月
号
(
一
九
八
七
年
、
一
九
八
八
年
九
永
野
竜
樹
「
米

関
に
お
け
る
ト
ラ
ス
テ
ィ
!
制
度
(
社
僚
受
託
制
度
)
の
現
状
と
課
題
」
信
託
一
六
五
日
万
五
二
頁
(
一
九
九
一
年
)
、
岩
原
紳
作
「
米
英
に
お

け
る
社
債
管
瑚
の
受
託
会
社
の
制
度
」
「
大
口
取
引
に
係
る
株
式
委
託
手
数
料
の
自
由
化
に
つ
い
て
』
二
一
一
民
(
資
本
市
場
研
究
会
、
九

九
三
年
)
、
問
頭
取
一
「
会
社
更
生
手
続
に
お
け
る
校
僚
管
制
日
会
社
の
地
位
」
同
法
四
五
巻
九
五
一
頁
(
一
九
九
六
年
)
、
金
勝
義
「
デ
フ
オ
ル
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n
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，
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 M
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n
t
 31 
(
C
o
l
u
m
b
i
a
 University Pre

川
智
5th
e
d
叫
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n
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筑
波
法
政
第
一
一
一
十
六
号
(
二

O
O
四
)

九。

よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
残
部
を
、
主
と
し
て
そ
の
証
券
を
他
に
転
売
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
を
約
す
る
者
(
田

中
英
夫
ほ
か
「
英
米
法
辞
典
』
一
二
五
頁
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
)
)
。

(臼

)
ω
z
a
g
〈・関口阻害咽

2
5・
戸
(
戸
∞
詰
)
・
こ
の
裁
判
は
、
債
券
保
有
者
の
多
数
が
、
債
務
不
履
行
後
に
抵
当
権
を
実
行
し
、
そ
の
後
直
ち
に
譲
渡

抵
当
さ
れ
て
い
た
不
動
産
権
を
賃
貸
し
た
受
託
者
に
対
し
、
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
訴
え
を
起
こ
し
た
事
件
で
あ
る
。
そ
の
事
件
の
判
決
に
お
い
て
、

レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
裁
判
長
は
、
「
譲
渡
抵
当
を
実
際
に
実
行
す
る
ま
で
、
契
約
上
、
そ
し
て
受
託
者
に
諜
せ
ら
れ
て
い
る
信
託
は
、
受
認
者

関
係
で
あ
り
、
未
履
行
で
あ
る
。
最
初
に
、
即
時
払
い
を
し
て
い
る
限
り
、
そ
の
受
託
会
社
の
役
員
は
む
し
ろ
無
言
で
あ
り
、
債
券
と
利
息
の

譲
渡
可
能
性
の
意
味
に
お
い
て
、
受
託
者
の
義
務
は
、
そ
の
受
託
会
社
あ
る
い
は
そ
の
役
員
に
よ
っ
て
、
普
通
に
緩
行
さ
れ
、
あ
る
い
は
履
行

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
」
「
し
か
し
、
利
息
あ
る
い
は
元
本
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
本
件
の
場
合
の
よ
う
な
問
者
の
未
払
い
に
よ
っ

て
損
失
が
生
じ
た
後
は
、
受
託
者
の
義
務
は
積
様
的
そ
し
て
責
任
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
重
大
で
繊
細
な
も
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
、
受
動
信

託
で
な
い
ば
か
り
か
、
も
っ
と
も
積
複
的
で
重
大
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
」
と
、
述
べ
て
い
る
。

(
日
)
信
託
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
証
券
の

1
つ
で
あ
る
こ
と
を
確
言
す
る
た
め
、
当
該
信
託
証
書
に
基
づ
き
、
受
託
者
が
債
券
の
券
面
上
に
行

う
署
名

(
E
E
B
E
A
W
F
S明白
F
h
苦
言
ロ
O
仲町凶@民

84
会
い
)
。

(H)
「
g
s
g
h
w
園
内
自
由
加

m
F
S
N
M選
出
。
g
u
e
白押全・

(
日
)
。
o
o
G回開・

MMhw-BmF
吋呂田円相冊目
F
G
C口内田町三宮町斗同・
5
仲間白色町ロ仲良町唱の
O
H
ロ自・問、.河町〈・

3
一Y
3
U
(
宅
金
)
u
z
g
z
i】
r
w
h
F
O
m
n
g
R
m
-
m
-。。・〈・

0
門司咽

∞
uc-∞‘品斗戸(-∞
J

『一凶)・

(
叩
山
)
本
文
と
は
、
書
き
出
し
部
分
、
譲
与
条
項
、
署
名
、
そ
し
て
承
認
条
項
以
外
の
契
約
条
項
の
部
分
を
い
う
。

(
げ
)
発
行
者
が
受
託
者
を
任
命
し
な
い
こ
と
、
お
よ
び
受
託
者
が
十
分
な
権
利
お
よ
び
権
限
を
ま
た
は
十
分
な
義
務
お
よ
び
責
任
を
持
た
な
い
こ

と
は
、
公
共
お
よ
び
投
資
家
の
利
益
に
反
す
る
こ
と
を
、
信
託
証
書
法
は
、
規
制
が
必
要
性
で
あ
る
理
出
と
し
て
、
明
記
し
て
い
る
有
富
山
ニ
ロ
'

品
目
白
吉
お
〉
ロ
件
。
叫
芯
凶
唱
捌
凶
{
}
M
(

釦)(戸
)
(
M
)
)

。

(
同
)
社
債
の
発
行
に
際
し
て
、
発
行
会
社
の
財
務
内
容
が
悪
化
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
発
行
会
社
に
諜
せ
ら
れ
る
財
務
上
の
特
約
制
限
条
項
。



(
凶
)

(
別
)

閉
山

O品開。円
p
h
h
h
も『むロ。同ohp静岡山明凶吋・

一
九
一
一
一
四
年
か
ら
一
九
限
一
年
の
問
、
公
共
部
門
と
民
間
部
門
に
お
け
る
債
券
に
よ
る
資
金
調
達
の
年
間
平
均
額
は
、
二
、
一
一
一
一
O
百
万
ド

ル
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六
二
年
は
、
八
、
五
九
三
百
万
ド
ル
と
な
り
、
問
倍
以
L
L
増
加
し
た
(
S
S
∞
貝
リ
〉
E
-
m
8
・
コ
乙
。

(
幻
)
た
と
え
ば
、
多
く
の
州
に
お
け
る
計
画
的
遺
産
処
分
(
白
出
産
自
問
M
U
5
2
偶
)
に
お
い
て
擁
立
さ
れ
た
起
第
技
術
で
あ
っ
た
B
S
同
F
同
一
Z
E
者
え

寸言明同日凶小川
γ
凶主(M円四四件噌日ゆ凶内FYの出国=開戸剛山田富砂崩芝山口同岡山ロmMOAWEUNご(同島町色一@目。山閣内FY)。

(n)
関
際
復
興
隠
発
銀
行
は
、
標
準
的
実
務
と
し
て
一
一
つ
の
部
分
に
分
か
れ
た
様
式
を
使
っ
て
い
る
。
一
つ
は
す
べ
て
の
取
引
の
た
め
適
合
す
る

標
準
的
文
言
規
定
を
含
む
事
前
印
船
の
融
資
規
別
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
々
の
取
引
に
お
い
て
は
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
は
、
協

議
さ
れ
る
条
件
と
規
定
を
協
議
し
て
、
融
資
規
則
を
具
体
化
し
て
か
ら
、
ロ
ー
ン
契
約
を
締
結
す
る
(
3
3
E
t
Z
J
-
E
E
W
沙
『
智
g
g
g
a
s

密
a
o
m
〈
m
g
M
出
回
g
d
仲
〉
ロ
ロ
・
m
m勺
-a。・)。

連
邦
住
宅
貸
付
機
関
は
、
学
生
住
宅
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
ニ
つ
の
部
分
に
分
か
れ
た
信
託
証
書
を
使
用
し
て
い
た
。
各
々
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
に
お
い
て
、
協
議
さ
れ
る
条
項
は
第
一
部
に
説
明
さ
れ
、
第
二
部
は
標
準
的
条
項
で
構
成
さ
れ
て
い
た
(
Z
5
岡
崎
g
g
E
n
v
R
色
「
笠

-fg互

の
。
5
8
r
z
。
巴
臨
時
国
間
帥
白
血
出
o
g
m
盟
国
8
8
〉
m
g
a
e
y
向
島
可
N
C
ゆ這部品・)。

(
お
)
〉
習
相
ユ
n
曲
目
白
鳥
阿
川
O
E
昌
弘
邑
o
p
E
S
M
M】
m
g
g
e
c
s
c
-
M
明
阿
国
母
国
同
E
5
8
玄
。
R
E
O号
g
E
『
居
間
E
g
g
g
匂
円
。
〈
即
位
。
=
国
自
3
8
・

(
出
)
公
募
に
お
い
て
は
、
一
九
五
O
年
の
後
半
、
全
記
名
式
社
債
は
、
新
規
発
行
の
数
%
で
あ
っ
た
が
、
記
名
式
社
債
を
推
進
す
る
目
的
を
も
っ

て
指
名
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
銀
行
協
会
の
特
別
委
員
会
の
活
動
に
よ
り
、
一
九
六
一
一
一
年
の
後
半
に
、
良
く
知
ら
れ
た
二
つ
の
会
社
が
会
記
名
式
社

債
を
発
行
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
社
僚
が
こ
の
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
六
五
年
に
は
、
約
五
O
%
が
こ
の
方
式
と
な
っ
た
。

(
〉
g
E
n
S
F
ロ
r
m
a
E
8
n
E
S
F
E
e
S
お
叶
門
主
〉
口
広
三
民
自
由
。
。
吉
岡
弘
同
門
o
p
閉

F
R
o
g
s
g
a
a
可
否
n
o
a
E
E
言
明
両
相
関
山
田
寄
a
m
o
E
r
g
g

cまか
)L。
8
同
M
E
n
-
』円

g
ロ
骨
身
回
出
品
目
N
O
Z
3
門
戸
出
国
e
p
m
o
n
g
向
。
伺
〈
色
。
均
一
g
o
E
Z
O而
g
M
U
5
8
8
脂
足
。
。
弓
o
g
g
4
5
2
〉
品
S
F
出
町
E宕
P
M
M

切口間・FHW宅・凶
u
u
・山花田、司令唱。、司)[町四BFE除。吋択叩出田町内田可持戸白口mrwZ}・)。

(
部
)
〉
5
3
2
口
∞
R
M
U
O
ロ
白
色
色
。
F
忍
O
弘
氏
。
m
v
g
E
B
U
円
四
四
E
E
8
司
『
c
i
a
o
g
a
k
H
m
a冨
m円相門戸同ロ明白目的ム申告・

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
益
相
反
規
制
法
(
佐
藤
)

九



筑
波
法
政
第
一
一
A

十
六
号
(
二

O
O
問
)

九

(
部
)
〉
g
g
L
n
g
∞
気
回
UCC受
け
出
さ
口
咽
{
け
C
8
5開口同信ユ
2
0口何回】円日開口
g
g
p
一喝、吐い山‘

託
金
四
条
項
注
釈
〕
(
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
七
六
年
)

G

(
幻
)
日
本
語
訳
一
ア
メ
リ
カ
法
曹
則
的
問
編
「
担
保
付
社
債
信
託
証
書
フ
ォ
ー
ム
一
一
九
八
二

(
部
)

日
本
語
訳
一
ア
メ
リ
カ
法
曹
川
郎
防
〔
一
樹
〕
『
ア
メ
リ
カ
模
範
社
債
信
託

(
~
必
川
中
学
法
務
研
究
会
、

L
L
A
二
戸
「
〆
。

一

J
J

ノ，
Fd
一
一
~
《
訓
「
l

、

h
P
5
2
5ロ
∞
日
間
U
S
E邑
Cコ
開
玄
o
E
玄
皇
官
官
∞

o
E
H
E
g
g『
タ
}
喧
∞
}
凶
円
2
P
E
m
m〈一
2

0叫
ζ
言
明
由
明
白
∞
。
出
品
同
E
B門口『問問
U
0
5
へいか

切
口
出
・
戸
色
、
〈
{
喧
戸
斗
(
}
喧
∞
}
)

(
却
)

玄
急
町
一
回
目
ヨ
立
医
白
色
何
回
丘
町
出
百
戸
凶
∞
∞

5
・
C
垣
手
}
(
}
喧
∞
凶
)
・
現
在
、
こ
の
改
定
版
局
2
5
a
玄
a
n
}
2
5立
志
恒
三
昆
g
gお
(
E
E
Z
F
a
ζ
3

8
0
0
)
)

が
公
表
さ
れ
て
い
る
(
玄
邑
己

2
5立
5
0品
目
同
丘
町
三
日
?
出
∞
ロ
ヂ
亡
者
二
号

(M{){}2・)。

(
却
)
〉
g
q
-
g
=
∞
岱
円
〉
2
0丘
町
民

FCF
∞
E己
口
町
田
出
同
信
宅
出
向
nzcPEER}nM-
〉
仏
出
cn
内
O
ヨ
E
E
2
0口
ピ
ロ
8
3
5
2門
町
巳
口
氏
込
山
nnzユ門戸
np
∞
gprmwJ戸

(室
3

3
申
ご

(
円
札
)
券
耐
の
な
い
証
券
に
関
す
る
規
定
が
、
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
文
献
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る

0
2ヨ
2
0注目仏
2

8
己
〉
5
5

0・
害
予
知
町
〈
吉
弘
〉
耳
目
円
庁
∞
え

4
g
c口一『
C『
ヨ
内
c
g
u
q
n互
の
C色町・

2
σ
2
2
5三
回
目
n
R
E
F
ご
凶
∞
田
口
窓
口
問
問
L

』
泣
血
(
}
3
8
0
木
南
敦
「
ア
メ
リ

カ
の
統
一
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
譲
渡
と
担
保
設
定
」
金
融
研
究
一

O
巻
一
号
コ
一
九
百
九
(
一
九
九
二
、
木
南
敦
「
ア
メ
リ
カ
の
統
一
商
法
典
に
お

け
る
金
融
機
関
の
は
営
環
す
る
有
価
証
券
の
譲
渡
と
知
山
開
設
定
(
上
)
(
ド
こ
金
融
法
務
事
情
一
一
二
五
日
グ
問
夜
、
二
一
二
六
日
万
一
一

O
真

三

九

九
二
年
)
、
木
南
敦
「
証
券
決
済
制
度
に
お
け
る
物
権
法
的
構
成
と
債
券
法
的
構
成
」
林
良
平
先
生
献
史
論
文
集
『
現
代
社
会
に
お
け
る
物
権

法
と
債
権
法
の
交
錯
」
-
一
九
百
只
(
有
斐
閥
、
一
九
九
八
年
)
。

(立

)

G
一一一

O
は
、
一
九
八
七
年
に
設
立
さ
れ
た
独
立
、
中
立
の
非
営
利
団
体
で
あ
る
。
そ
の
日
的
は
、
国
際
経
済
、
金
融
問
題
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
、
公
共
、
民
間
部
門
の
決
定
事
項
に
関
す
る
間
際
的
な
反
響
を
深
め
る
こ
と
、
お
よ
び
政
策
決
定
者
が
利
用
可
能
な
選
択
肢
を
鵡
十
食
す
る

こ
と
に
あ
る
o
G
三

O
は
、
一
九
八
九
年
一
一
一
月
に
「
陛
界
の
証
券
市
場
に
お
け
る
決
済
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
証
券
市
場
の
決
済
シ
ス
テ
ム
の
国

際
的
統
一
に
関
す
る
訓
練
告
を
行
っ
た
c

間
報
貯
は
、
取
引
日
の
翌
日

(
T
+
二
ま
で
に
取
引
を
照
合
し
、

T
十
三
ま
で
に
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式

で
取
引
を
決
済
し
、
一
貫
し
た
方
式
で
代
価
を
交
換
し
、
誕
券
保
管
機
構
や
ネ
ッ
ト
清
算
方
式
、
標
準
化
さ
れ
た
符
号
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
適
宜



治
則
し
て
効
成
十
化
を
限
る
こ
と
仙
寺
、
九
つ
の
勧
告
を
提
一
一
泊
し
て
い
る
宮
∞
・
4
〈
C
号
認
内
0
5
5吉町
4
9
0ロ
甘
え
叶
Z
3
0
5
8『
E
z
g
g応
出
足
一
?

B
m
E同
vgv
一nnp
盟国同
g
m
n唱
。
コ

g
品
問
切
れ
山
口
町
田
内
庁
町
内
。

g
g
m出
向
岱
(
這
屯
(
}
)
)
。

(

山

川

)

Z
民間町三
}
}
m
h
w
O
忠
良
E

門
戸
閉
山
E

〈

-cq-
一
∞
ぞ
h
w
}

戸
品
吋
}
(
合
的
・
}
∞
J
V
M
)

・

(
制
)
銀
行
が
は
じ
め
て
信
託
証
舎
の
受
託
者
と
し
て
指
名
さ
れ
た
の
は
、
一
八
三
九
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(
お
)
い
わ
ゆ
る
ノ

i
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ク
ロ
ー
ズ

2
0
2
5
2
v一
さ
認
可
v

岩
原
・
前
掲
注

(
2
)

…一一品九百(コ

(
お
)
有
効
な
契
約
を
締
結
し
た
お
事
者
向
の
合
意
に
基
づ
い
て
、
譲
渡
人
(
悦
司

S
E
-
-
約
束
払
ね
ず
さ
き
さ
『
)
ま
た
は
僚
務
者

2
5
m
cた
が
、

捺
印
一
一
抗
議
問
、
証
券
、
金
銭
、
株
券
、
そ
の
他
の
文
書
を
中
立
の
第
三
者

(
m
R
3者
お

g
円
)
に
部
託
す
る
こ
と
、
ま
た
は
こ
う
し
て
預
託
さ
れ
た

証
券
等
を
い
、
つ
(
旧
中
・
前
仰
向
山
花
(
一
二
三

O
六
氏
(
氷
点
大
学
出
版
会
、
.
九
九
一
年
)
)
ペ

(
幻
)
権
原
抑
保
約
款
の
一
機
。
譲
波
さ
れ
た
不
動
産
権
を
完
全
な
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
行
為
(
必
要
お
類
の
作
成
・
交
付
も
含
む
)
を
す

る
こ
と
を
譲
渡
人
に
請
求
す
る
権
利
を
議
受
人
に
与
え
る
約
款
。
捺
印
語
品
川
M

に
記
載
さ
れ
た
不
動
産
権
と
抵
触
す
る
よ
う
な
権
利
を
譲
渡
人
に

譲
渡
す
る
こ
と
も
A
(

泊
ま
れ
る
(
田
中
・
前
掲
淀
(
一
二
一
二
五
夜
)
。

(
お
)
∞
出
口
}
主
・

2
仏伺口同信『白山
n
n
E『g
g
g
a
江戸内∞
h
w

門
注
目
可
豆
一
f
h
お
吋
民
一
四
円
・
】
・

3
凶

a
M
吋}(一

3
3・

(
却
)
最
初
の
一
般
的
な
証
券
規
制
法
は
、
一
九
一
.
年
制
定
の
カ
ン
ザ
ス
州
法
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
法
は
証
券
を
較
的
州
制
と
し
、
い
か

な
る
会
社
も
州
の
銀
行
泌
長
の
許
可
が
な
い
と
証
券
を
発
行
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
。
証
券
の
発
行
を
許
可
制
の
も
と
に
殻
く
カ
ン
ザ
ス
州
法

の
や
り
方
は
急
速
に
広
ま
り
、
一
九
一
二
三
年
ま
で
の
問
に
四
七
州
と
ハ
ワ
イ
で
、
同
様
の
規
制
法
が
制
定
さ
れ
た
(
黒
沼
悦
郎
内
ア
メ
リ
カ
証

券
取
引
法
』
二
頁
(
弘
文
堂
、
一
九
九
九
年
)
)
。
青
空
宇
え
投
機
の
対
象
と
し
か
ね
な
い
詐
欺
的
な
行
為
か
ら
投
資
家
を
守
る
と
い
う
こ
と
か

ら
青
空
法

g
z
n
出
S
Z
5
)
と
よ
ば
れ
て
い
た
。

(
胡
)
闘
法
証
券
取
引
所
と
は
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
証
券
取
引
を
執
行
す
る
場
と
し
て
託
券
取
引
委
員
会
に
授
録
さ
れ
た
取
引
所
の
こ

と
を
い
う

G
R
g吉
田
空
n
E
5
8
〉
2
C町
一
宮
担
問
念
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
誕
券
取
引
所
を
設
録
制
の
も
と
に
置
い
て
、
同
委
員
会
の
管
理
下

内
リ

に
お
い
て
、
証
券
取
引
を
規
制
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
受
託
会
社
の
利
話
相
反
規
制
法
(
佐
藤
)

九
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